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ら
一
緒
に

今
日
か
ら
一
緒
に

　
　
　

あ
そ
ぼ
う
ね
！

　
　
　

あ
そ
ぼ
う
ね
！
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住
ん
で
み
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み
続
け
た
い

や
ま
つ
り
町

小さくても輝く町小さくても輝く町広報広報

○さようならぼくたちの幼稚園○さようならぼくたちの幼稚園
○春の全国交通安全運動○春の全国交通安全運動
○消防団役員会・行政区長会○消防団役員会・行政区長会
○農業委員会だより○農業委員会だより
○議会だより○議会だより やまつり幼稚園入園式やまつり幼稚園入園式
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さ
よ
う
な
ら
ぼ
く
た
ち
の
幼
稚
園

さ
よ
う
な
ら
ぼ
く
た
ち
の
幼
稚
園

新
た
な
出
会
い
と
は
じ
ま
り

新
た
な
出
会
い
と
は
じ
ま
り

　

３
月
30
日
、
東
舘
幼
稚
園
と
石
井
幼
稚
園
の
閉
園
記
念

式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
45
年
４
月
に
石
井
小
学

校
の
一
部
を
仮
園
舎
と
し
て
開
園
し
て
か
ら
43
年
の
石
井

幼
稚
園
、
東
舘
幼
稚
園
は
昭
和
52
年
４
月
に
東
舘
小
学
校

西
側
１
階
２
教
室
を
仮
園
舎
と
し
て
、
開
園
か
ら
36
年
の

歴
史
に
幕
が
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
東
舘
幼
稚
園
は
１
，
４
６
４
名
、
石
井
幼

稚
園
は
１
４
６
８
名
、
合
せ
て
２
，
９
３
２
名
も
の
卒
園

児
を
輩
出
し
、
地
域
の
幼
児
教
育
に
多
大
な
貢
献
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
歴
代
の
園
長
な
ど
来
賓
も
出
席
す
る
中

行
わ
れ
、
両
幼
稚
園
と
も
に
古
張
町
長
、
古
張
教
育
長
、

深
谷
義
典
閉
園
式
実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
幼
稚

園
の
あ
ゆ
み
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
鑑
賞
。
幼
稚
園
開
園
当
初
か
ら

現
在
の
幼
稚
園
に
至
る
ま
で
の
写
真
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

し
出
さ
れ
、
式
典
の
出
席
者
た
ち
は
懐
か
し
い
思
い
出
に

浸
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
園
長
か
ら
町
長
へ
と
園
旗
が
返
還
、
幼
稚
園

児
に
よ
る
「
さ
よ
う
な
ら
ぼ
く
た
ち
の
よ
う
ち
え
ん
」
の

合
唱
が
行
わ
れ
、
式
典
の
幕
が
閉
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、
２
つ
の
幼
稚
園
の
名
前
は
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
新
た
な
羽
ば
た
き
の
場
所
「
や
ま
つ
り
幼
稚

園
」
で
未
来
に
向
か
っ
て
す
こ
や
か
に
育
っ
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

２
，
９
３
２
名
の
卒
園
児
を
輩
出

　

４
月
９
日
、
や
ま
つ
り
幼
稚
園
（
本
多
文
子
園
長
）
の
入
園
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
入
園
し
た
の
は
４
歳
児
の
ぱ
ん
だ
組
20
名
（
男
子
８
名
・
女
子
12

名
）
、
こ
あ
ら
組
20
名
（
男
子
８
名
・
女
子
12
名
）
、
５
歳
児
の
ぞ
う
組
１
名
（
女

子
１
名
）
の
計
41
名
の
元
気
な
子
ど
も
た
ち
。
先
生
か
ら
、
呼
名
さ
れ
る
と

右
手
を
挙
げ
「
ハ
イ
‼
」
と
大
き
な
返
事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
園
長
は
式

辞
の
中
で
「
幼
稚
園
に
は
遊
ぶ
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
お
ね
え
さ

ん
、
お
に
い
さ
ん
と
た
く
さ
ん
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
ね
」
と
新
入
園
児
た
ち
に

幼
稚
園
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
楽
し
い
幼
稚
園
生
活
に
目
を
輝
か
せ

て
い
ま
し
た
。

統
合
１
年
目
の
春

　

石
井
方
面
と
三
関
方
面
の
園
児
及
び
下
関
河
内
小
学
校

児
童
の
送
迎
の
た
め
に
購
入
さ
れ
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
お

披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
両
面
に
は
町
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
で
も

お
な
じ
み
の
絵
本
作
家
の
あ
べ
弘
士
さ
ん
作
の
ゾ
ウ
と
カ

メ
の
絵
が
描
か
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
す
。

　

ゾ
ウ
は
陸
上
の
動
物
と
し
て
最
も
大
き
い
で
す
が
、
家

族
一
丸
と
な
っ
て
外
敵
か
ら
子
ど
も
を
守
る
と
い
う
よ
う

に
家
族
愛
に
満
ち
、
仲
間
同
士
の
絆
を
大
切
に
す
る
と
思

い
ま
す
。
カ
メ
は
動
き
は
ゆ
っ
く
り
で
あ
る
が
、
と
て
も

運
動
を
す
る
生
き
物
で
あ
り
、
ご
存
知
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
で

は
、
歩
み
は
遅
く
て
も
、
脇
道
に
そ
れ
ず
着
実
に
真
っ
直

ぐ
進
む
こ
と
で
、
最
終
的
に
大
き
な
成
果
を
得
ら
れ
る
と

い
う
教
え
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
「
家
族
や

友
達
を
大
切
に
、
あ
わ
て
ず
に
ゆ
っ
く
り
と
歩
ん
で
ほ
し

い
」
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
送
迎
は
も
ち
ろ
ん
園
や
学
校
行
事
に
も
使
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

スクールバスがお目見え！

やまつり幼稚園入園式

小室園長より古張町長へ園旗の返還

石井幼稚園43年

東舘幼稚園36年

冨永園長より古張町長へ園旗の返還
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～新しいおまわりさん紹介～ 春の全国交通安全運動実施

★スローガン

　　「ベルトした？
　　　みんなしたよが
　　　　　　　　合言葉」

　

新
年
度
も
ス
タ
ー
ト
し
、
４
月

６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
春
の
交
通

安
全
運
動
期
間
中
、
町
内
で
様
々

な
交
通
事
故
防
止
の
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

運
動
の
期
間
中
は
、
行
政
区
長
さ

ん
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
小

中
学
生
の
朝
の
通
学
時
に
街
頭
で
交

通
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
、
小
中
学

生
だ
け
で
な
く
普
段
何
気
な
く
運
転

す
る
側
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
安
全
運

転
の
意
識
づ
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
12
日
に
は
、
関
岡
地
内
で
矢

祭
町
交
通
対
策
協
議
会
が
棚
倉
警
察

署
、
棚
倉
地
区
交
通
安
全
協
会
な
ど

参
集
の
も
と
交
通
安
全
テ
ン
ト
村
を

実
施
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
反
射
バ
ン

ド
や
チ
ラ
シ
な
ど
の
交
通
安
全
グ
ッ

ズ
を
配
布
し
、
交
通
安
全
の
啓
発
を

行
い
ま
し
た
。

　

各
学
校
で
も
今
年
度
入
学
し
た
１

年
生
を
交
え
、
交
通
教
室
が
行
わ
れ

交
通
の
ル
ー
ル
と
、
よ
り
安
全
に
通

学
す
る
た
め
の
再
確
認
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

石
井
小
学
校
で
は
、
緑
川
隆
和
交

通
教
育
専
門
員
と
鈴
木
芳
明
交
通
専

門
指
導
員
、
東
舘
駐
在
所
の
坂
井
貴

道
巡
査
部
長
が
講
師
と
な
り
指
導
に

あ
た
り
、
実
際
の
通
学
路
に
出
て
、

横
断
歩
道
を
渡
る
練
習
を
繰
り
返
し

て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
普
段
は
気
付
か

な
い
危
険
や
注
意
点
を
講
師
か
ら
指

導
さ
れ
、
一
層
安
全
意
識
が
高
ま
り

ま
し
た
。

地
域
の
協
力
で
事
故
防
止

交
通
安
全
テ
ン
ト
村

命
を
守
る
交
通
教
室

【東舘駐在所】

【矢祭駐在所】

坂
さかいたかみち

井貴道巡査部長（37）

緑
みどりかわけんすけ

川健介巡査部長（30）

◆前 任 地　高速道路交通警察隊郡山分駐隊

◆出 身 地　会津若松市　

◆家族構成　妻、長女、次女、三女

◆前 任 地　鑑識課機動鑑識隊県北分駐隊

◆出 身 地　白河市　

◆家族構成　妻、長女

　　　アットホームな印象です。みなさん気さくに

　　話をしてくれて、とても雰囲気が良い町です。

　　　駐在所として町のために頑張りますのでよ

　　ろしくお願いします。分からないこともたく

　　さんありますので教えて頂けたら幸いです。

　　　国道 118 号など交通量が多い道路が町内

　　を通っているので、特に朝、夕方は気をつけ

　　て通行してください。

　　笑顔が印象的な坂井さん。取材中、お子さん

　が姿を見せると、会話の中にやさしい父親の姿

　を見せてくれました。

　　　町民のみなさんが明るく優しい人たちだと

　　感じました。赴任する際は町の人に受け入れ

　　てもらえるか不安でしたが、みなさんにとて

　　も親切にしていただき不安がなくなりました。

　　　初めての駐在所勤務ですが、町民の1人とし

　　て町に溶け込み、矢祭町の安心安全のために何

　　事にも積極的に取り組んでいきたいと思います。

　　　交通事故防止のために、薄暮時などのライト

　　点灯や、こまめなライト切替えにご協力ください。

　撮影中ちょっと硬いですねと、話しかけると

「前は鑑識で撮影する方だったので撮られるの

は・・・」と緑川さん。真面目で実直な性格が　

伝わってきました。

Ｑ . 町の印象

Ｑ . 町の印象

Ｑ . 交通安全について

Ｑ . 交通安全について

Ｑ . 町民にアピールしたいこと

Ｑ . 町民にアピールしたいこと

Ａ .

Ａ .

Ｑ

Ｑ

＆

＆

Ａ

Ａ

Ａ . Ａ .

Ａ . Ａ .
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火
災
ゼ
ロ
へ

新
体
制
確
立

矢
祭
町
消
防
団
役
員
会

　

矢
祭
町
消
防
団
（
鈴
木
桂
語
団
長　

団
員
３
２
３
名
）
の
第
１
回
役
員
会
が
４

月
６
日
、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
で
開
か
れ
、
平
成
25
年
度
の
新
役
員
体
制
が
確
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

役
員
会
で
は
、
鈴
木
桂
語
団
長
か
ら
第
１
班
長
の
代
表
、
第
１
班
東
舘
の
髙
信

甚
一
郎
第
１
班
長
、
第
２
班
長
の
代
表
、
第
２
班
山
野
井
の
海
野
泰
彦
第
２
班
長

へ
辞
令
交
付
、
次
に
本
団
役
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
町
長
が
「
火
災
か
ら
住
民
を
守
る
重
要
な
任
務
と
使
命
を
も
っ
て
無
火

災
を
目
指
し
、
よ
り
一
層
の
予
防
消
防
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
、
続
い
て
棚

倉
警
察
署
長
代
理
の
黒
金
浩
一
地
域
交
通
課
長
、
菊
池
清
文
議
会
議
長
、
鈴
木
桂

語
団
長
、
柏
正
二
矢
祭
分
署
長
挨
拶
に
続
き
行
わ
れ
た
会
議
の
中
で
、
平
成
25
年

度
中
の
事
業
計
画
や
第
66
回
福
島
県
消
防
協
会
東
白
川
支
部
幹
部
大
会
に
つ
い
て

の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

辞
令
受
け
ら
れ
た
新
役
員
の
皆
さ
ん
は
、
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る

と
心
を
引
き
締
め
、
矢
祭
町
火
災
ゼ
ロ
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

第１班(東　舘 ) 第 1班長 髙信甚一郎 第２班長 鈴木　克隆

第２班(山野井 ) 〃 鈴木　　稔 　〃 海野　泰彦

第３班(宝　坂 ) 〃 益子　卓也 　〃 緑川　和敬

第４班(小田川 ) 〃 齋藤　　龍 　〃 森本　大介

第５班(下関河内 ) 〃 近藤　義之 　〃 塙　　貴行

第６班(上関河内 ) 〃 佐藤　　剛 　〃 小瀧　裕之

第７班(大　垬 ) 〃 寺島　広美 　〃 富永　良房

第８班(高　山 ) 〃 檜山　一也 　〃 菊池　光則

第９班(関　岡 ) 〃 髙澤　貴男 　〃 本多　泰幸

第10班( 真木野 ) 〃 佐藤　潤一 　〃 金澤　賢一

第11班( 内　川 ) 〃 佐藤　幸喜 　〃 芳賀　栄作

第12班( 茗　荷 ) 〃 藤田　　護 　〃 本田　雄一

第13班( 戸　塚 ) 〃 角田　孝裕 　〃 小松　昭仁

第14班( 下石井 ) 〃 吉田　正志 　〃 菊池　　渉

第15班( 中石井 ) 〃 鈴木　泰幸 　〃 佐川　　智

第16班(高野谷地 ) 〃 佐藤　貴允 　〃 薄井　良典

第17班( 追　分 ) 〃 本田　　修 　〃 本田　幸雄

団　　　長　　鈴木　桂語

副　団　長　　緑川　裕之

副　団　長　　檜山　利男

副　団　長　　金沢　利広

第 1分団長　　鈴木　良則

同副分団長　　金澤　和弥

同　部　長　　菊池　敏晴

第 2分団長　　古市　高広

同副分団長　　佐川　嘉紀

同　部　長　　近藤　昌弘

第 3分団長　　菊池　賢一

同副分団長　　鈴木　郁夫

同　部　長　　本田　孝志

第 4分団長　　熊田　伸隆

同副分団長　　鈴木　　治

同　部　長　　藤田　博文

班　長（敬称略） 本団役員（敬称略）

　

平
成
25
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
第
１
回
区
長
会
が

４
月
４
日
に
開
催
さ
れ
、
行
政
区
長
さ
ん
一
人
ひ
と

り
に
、
古
張
町
長
か
ら
区
長
の
委
嘱
書
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

古
張
町
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
各
課
長
よ
り
各
課
事

務
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
「
矢
祭
町
ご

み
不
法
投
棄
監
視
員
」
及
び
「
矢
祭
町
交
通
対
策
協

議
会
地
区
分
会
長
」
の
委
嘱
、
町
民
号
の
説
明
及
び

福
島
県
庁
を
現
在
の
福
島
市
か
ら
郡
山
市
へ
移
す
県

庁
移
転
要
望
活
動
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

次
に
、
区
長
会
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、
選
考
委

員
の
選
考
の
結
果
、
会
長
に
佐
川
正
一
郎
桃
ノ
木
区

長
、
副
会
長
に
金
澤
重
光
中
石
井
区
長
、
柏
正
二
大

垬
区
長
、
会
計
に
金
澤
智
関
岡
区
長
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

行
政
区
長
さ
ん
に
は
地
域
の
代
表
と
し
て
、
区
の

運
営
は
も
ち
ろ
ん
、
各
種
行
事
へ
の
参
加
、
ま
た
町

と
区
の
連
絡
協
調
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

行政区長会長に
佐川正一郎さんを選任
～平成 25年度行政区長会が行われました～

○山野井・金沢区　　安津畑宗吾

○舘　　本　　区　　鈴木　政司

○桃　ノ　木　区　　佐川正一郎

○石　　田　　区　　飯村　清司

○上　野　内　区　　藤田　洋一

○宝　　坂　　区　　片野　良一

○高 野 谷 地 区　　薄井　政廣

○追　　分　　区　　本田　義男

○小　田　川　区　　佐川　晴美

○ニュータウン中山区　　廣野　吉雄

○下 関 河 内 区　　藤田　宗夫

○上 関 河 内 区　　鈴木　　進

○大　　垬　　区　　柏　　正二

○高　　山　　区　　金澤　信一

○関　　岡　　区　　金澤　　智

○真　木　野　区　　増子　武久

○内　　川　　区　　古市　　榮

○茗　　荷　　区　　増子　次男

○中　石　井　区　　金澤　重光

○下　石　井　区　　菊池　貞幸

○戸　　塚　　区　　深谷　直成

平成２５年度行政区長（敬称略）

辞令を受ける第１班第１班長

新区長さんの顔ぶれ



12 月専決（補正予算第 7号）
補正予算額　　4,392 千円

・東京電力の賠償金に伴う電算
　処理委託料を計上しました。
　また、過年補助災害の工事費
　の増額補正を行いました。
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財政公表
　地方自治法並びに町条例の規定に基づき平成 24 年度下半期（平成 24 年 10 月～平成 25 年 3 月）にお

ける町有財産及び町債の状況についてお知らせします。

一般会計・特別会計予算補正状況

会 計 名
9月末
現　在

11　月
臨時会

11　月
専　決

12　月
定例会

12　月
専　決

2　月
臨時会

3　月
定例会

3　月
臨時会

3　月
専　決

平成 24年度
最終予算

一 般 会 計 4,789,105 15,368 6,825 133,628 4,392 △ 1,000 △ 97,080 97,223 △ 75,033 4,873,428

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国　　保 787,505 ― ―  ―  ―  ― 6,517 273  23,921 818,216

水　　道 134,837 ― ― 783  ―  ― △ 10,053 △ 2,000  ― 123,567

工　　場 7,537 ― ― ―  ―  ―  ―  ―  ― 7,537

宅　　造 15,942 ― ― ―  ―  ― △ 5,000  ―  ― 10,942

農 集 排 30,758 ― ― ―  ―  ― △ 336  ―  ― 30,422

介　　護 538,391 ― ― 1,383  ―  ― △ 9,562 △ 1,193  ― 529,019

後期高齢 127,495 ― ― △ 2,811  ―  ― 7,202 313  ― 132,199

霊　　園 1,279 ― ― ―  ―  ― △263 1 △ 262 755

合　　　計 6,432,849 15,368 6,825 132,983 4,392 △ 1,000 △108,575  94,617 △ 51,374 6,526,085

一般会計・特別会計予算補正状況

11 月臨時会（補正予算第 4号）
補正予算額　　15,368 千円

・震災に係るニュータウンの法
　面補強工事を精査して継続事
　業にしました。

11 月専決（補正予算第 5号）
補正予算額　　6,825 千円

・衆議院解散に伴う選挙経費を
　計上しました。

12 月定例会（補正予算第 6号）
補正予算額　　133,628 千円

・子どもセンターに係る事業を精
　査して継続事業に設定しました。
　また、福島県ブランド・イメー
　ジ回復交付金を後年度事業財源
　として復興基金に積立てました。

２月臨時会（補正予算第 8号）
補正予算額　　△ 1,000 千円

・国道の遺跡発掘調査に係る経費
　確定による補正を行いました。

３月臨時会（補正予算第10号）
補正予算額　　97,223 千円

・特別交付税額確定の増により、
　財政調整基金に積み立てを行
　いました。また、各種基金利
　子の確定に伴う積み立ても行
　いました。

３月専決（補正予算第11号）
補正予算額　　△ 75,033 千円

・譲与税・各種交付金額確定の
　増、事業確定に伴う減額補正
　を行いました。

３月定例会（補正予算第 9号）
補正予算額　　△ 97,080 千円

・事業確定に伴う各種残額整理を
　行う減となります。

【基金の状況】

　平成 24 年度末現在において、町が所有している基金の状況は次のとおりです。増額の要因として、

原発事故による県内全域の風評の払しょくのため割り当て交付されました「福島県ブランド・イメージ

回復交付金」による積立、各種事業に対する財源として、財政調整基金に積立したためです。減要因と

しては利率の高い借入金を繰上償還するために減債基金を取り崩したためです。

より良い町づくりを目指して基金を有効活用 !!

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　　分 平成 23年度 平成 24年度 増　減 基金の説明

財 政 調 整 基 金 2,365,022 2,607,667 242,645 大幅な減収や災害の発生等に備えるための基金

減 債 基 金 381,881 155,609 ▲ 226,272 町債の繰上償還財源のための基金

復 興 基 金 133,987 132,469 ▲ 1,518 震災復興財源として県より交付され創設した基金

東日本大震災復興交付金基金  ― 141,139 141,139 ニュータウンの法面補強事業のため、国の交付金で創設した基金

21. ふるさと人づくり基金 113,370 124,142 10,772 町民の人材育成事業のための基金

ふるさとづくり基金 4,138 4,418 280 総合計画を基にした豊かな町づくりのための基金

福 祉 基 金 63,841 63,861 20 高齢者事業のための基金

地 域 振 興 基 金 64 64  ― 地域における福祉活動等のための基金

土 地 開 発 基 金 99,726 99,734 8 公共の利益のための取得事業の基金

ふるさと水と土保全基金 10,377 10,380 3 土地改良施設事業のための基金

髙 田 基 金 102,039 102,081 42 未来を担う子供たちの人材育成のための基金

もったいない図書館基金 1,136 1,137  1 図書館の設備資金のための基金

学 校 基 金 1,910 1,911  1 小・中学校校舎等施設整備事業のための基金

計 3,277,491 3,444,612 167,121

【財産の状況】 【町債の状況】

平成 24年度末現在の町債残高は次のとおりです。
 （単位：千円）

区　　分
平成 23年度 平成 24 年度

末現在高 末現在高

1. 普 通 債 2,250,812 2,030,648

(1)総 務 331,554 217,484

(2)民 生 41,800 207,900

(3)衛 生 148,958 147,305

(4)農 林 水 産 業 349,906 313,603

(5)商 工 130,856 90,216

(6)土 木 431,844 393,273

(7)消 防 119,936 101,278

(8)教 育 695,958 559,589

2.災 害 復 旧 費 33,404 33,467

(1)農 林 水 産 業 10,154 13,001

(2)土 木 23,250 20,466

(3)教 育 ― ―

3.そ の 他 1,768,200 1,672,398

(1)減税補てん債等 68,700 31,747

(2)臨時税収補てん債 ― ―

(3)臨時財政対策債 1,699,500 1,640,651

計 4,052,416 3,736,513

　平成 24 年度末現在において、町が所有している
財産状況は次のとおりです。    

（単位：㎡）

区　　　　　分
土　地
（地積）

建　物
（延床面積）

行

　

政

　

財

　

産

本 庁 舎 3,168 1,273

その他の
行政機関

警察（消防施設） 848 ―

その他の施設 ― ―

公 共 用
財　 産

学 校 87,308 21,211

公 営 住 宅 20,376 7,216

公 園 19,691 ―

その他の施設 125,500 20,043

山 林 ― ―

そ の 他 ― ―

計 256,891 49,743

普

通

財

産

宅 地 53,708 294

田 畑 3,151 ―

山 林 3,345,172 ―

そ の 他 23,873 ―

計 3,425,909 294

合　　　　　　計 3,682,800 50,037

（単位：千円）



会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

　

平
成
25
年
３
月
の
改
選
で
町
農
業
委
員
会
の
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
鈴

木
通
弘
で
す
。
東
日
本
大
震
災
、
大
津
波
、
原
子
力
発
電
所
の
水
素
爆
発

に
依
る
大
事
故
か
ら
２
年
が
過
ぎ
た
現
在
も
、
風
評
被
害
は
未
だ
に
払
拭

さ
れ
な
い
ま
ま
先
が
見
え
な
い
状
態
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
安
倍
内
閣
は
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

交
渉
参
加
を
表
明
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
交
渉
が
進
展
す
る
中
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
を
阻
止
す
べ
く
各
団
体
組
織
の
活
動
も
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
れ
ば
我
が
国
の
農
林
水
産
業
に
大
き
な
打
撃
を
も
た
ら
し
、

農
家
の
経
営
が
厳
し
く
な
る
こ
と
は
必
至
で
す
。
加
え
て
、
現
在
、
農
業

を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
担
い
手
の
減
少
や
遊
休
農
地
の
増
大
な
ど
の
問
題

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
下
に
お
い
て
、
農
業
委
員
会

と
し
て
は
、
農
地
の
巡
回
を
密
に
す
る
と
と
も
に
、
新
規
就
農
者
の
育
成

確
保
や
担
い
手
の
経
営
安
定
を
図
り
、
特
色
の
あ
る
産
地
作
り
や
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
努
め
、
矢
祭
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
魅
力
あ
る
農
業

を
目
指
し
て
農
地
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
使

命
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
は
新
体
制
に
な
り
ま
し
た
が
、

地
域
発
展
の
た
め
、
町
の
代
表
と
し
て
、
更

な
る
努
力
を
す
べ
く
、
皆
様
方
の
ご
指
導
を

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

矢
祭
町
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　

会　

長　

鈴　

木　

通　

弘

　

　

こ
の
度
、
３
月
の
農
業
委
員
の
改
選
に
あ
た
り
退
任
す
る
こ
と
に
致
し

ま
し
た
。
会
長
３
年
、
委
員
６
年
の
計
９
年
間
任
務
に
当
た
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
非
力
な
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
に
依
り
無
事
任
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
誠
に
有
難

う
御
座
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
冬
は
、
今
ま
で
に
な
い
寒
さ
で
雪
も
多
く
大
変
な
冬
で
し
た
。

春
が
遅
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
ら
、
桜
の
開
花
も
平
年
よ
り
一
週
間
も

早
く
、
早
々
と
花
見
の
時
期
も
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
冬
に
雪
が
多
く

低
温
の
年
は
、
夏
は
暑
く
、
稲
作
な
ど
は
豊
作
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
是
非
、
豊
作
で
あ
る
よ
う
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
の
農
業
情
勢
は
誠
に
不
透
明
で
あ
り
ま
す
。
農
業
団
体
が
こ
ぞ
っ

て
反
対
し
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
入
で
す
が
、
今
回
の
安
倍
政
権
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
の
方
向
に
向
か
っ
て
お
る
様
で
す
。
農
産
物
５
品
目
が
是
非
、
例
外
品

目
に
な
っ
て
貰
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
矢
祭
町
農
業
委
員
会
が
、
鈴
木
会
長
さ
ん
を
中
心
に
大
い
に
活

動
し
て
い
た
だ
き
、
矢
祭
町
農
業
進
展
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
矢
祭
町
農
業
委
員
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片　

野　

盛　

好

会
長
退
任
に
あ
た
っ
て

氏　　名：小貫 正勝

年　　齢：61歳

担当地区：下石井地区

趣　　味：機械の整備

座右の銘：誠心誠意

氏　　名：松永 芳雄

年　　齢：59歳

担当地区：中石井地区

趣　　味：旅行

座右の銘：誠心誠意

氏　　名：篠田 周平

年　　齢：65歳

担当地区：山野井・金沢地区

趣　　味：盆栽

座右の銘：初心忘るべ

　　　　　からず

氏　　名：小松 一郎

年　　齢：60歳

担当地区：戸塚地区

趣　　味：旅行

座右の銘：日々前進

氏　　名：益子 修一

年　　齢：66歳

担当地区：宝坂地区

趣　　味：読書

座右の銘：誠心誠意

氏　　名：鈴木 通弘

年　　齢：68歳

担当地区：東舘地区

趣　　味：ドライブなど

座右の銘：有言実行

氏　　名：加藤 　明

年　　齢：67歳

担当地区：小田川地区

趣　　味：写真、絵画、 

　　　　　音楽

座右の銘：実践あり

氏　　名：金澤 栄寿

年　　齢：61歳

担当地区：東山地区

趣　　味：ゴルフ

座右の銘：努力

農業委員紹介
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氏　　名：佐藤 　隆

年　　齢：64歳

担当地区：上関河内地区

趣　　味：旅行

　　　　　食べ歩き

座右の銘：努力

氏　　名：小井戸正和

年　　齢：60歳

担当地区：下関河内地区

趣　　味：スポーツ観戦

座右の銘：誠心誠意

氏　　名：佐川 富夫

年　　齢：66歳

担当地区：高野・山下

　　　　　福住地区

趣　　味：釣り

座右の銘：努力

氏　　名：齊藤 隆夫

年　　齢：63歳

担当地区：大垬地区

趣　　味：狩猟、釣り

座右の銘：思いやり

氏　　名：菊地 勝已

年　　齢：61歳

担当地区：真木野地区

趣　　味：写真

座右の銘：初心忘るべ

　　　　　からず

氏　　名：菊池 邦夫

年　　齢：66歳

担当地区：関岡地区

趣　　味：テレビ

　　　　　スポーツ番組

座右の銘：真実一路

氏　　名：近藤 　誠

年　　齢：74歳

担当地区：茗荷地区

趣　　味：読書

座右の銘：誠実

氏　　名：古市 孝行

年　　齢：62歳

担当地区：内川地区

趣　　味：鮎釣り

座右の銘：一喜一憂

農業委員紹介
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農
業
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス

　

矢
祭
町
農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
25
年
度
予
算
編
成
を
控
え
た
12
月
26
日
、
矢
祭
町
役

場
町
長
室
に
お
い
て
「
耕
作
放
棄
地
解
消
の
促
進
と
蕎
麦
・
大
豆
栽
培
の
奨
励
に
関
す
る

建
議
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
建
議
書
は
、
矢
祭
町
内
の
耕
作
放
棄
地
率
が
30
％
を
超
え
る
水
準
に
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
て
、
更
な
る
増
加
の
食
い
止
め
と
解
消
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
土
地
に
お
け
る

蕎
麦
や
大
豆
の
栽
培
を
奨
励
す
べ
き
と
し
た
も
の
で
、
具
体
的
な
施
策
と
し
て
次
の
３
点

を
要
望
し
ま
し
た
。

１
．
矢
祭
町
内
の
蕎
麦
等
の
生
産
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
刈
取
り
を
行
う
た
め
の
体
制
整
備

２
．
矢
祭
町
内
に
お
い
て
蕎
麦
の
製
粉
ま
で
を
一
括
し
て
行
う
た
め
の
体
制
整
備

３
．
矢
祭
町
産
蕎
麦
粉
等
の
利
用
促
進
と
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

　

こ
れ
を
受
け
て
、
町
長
か
ら
は
「
農
業
委
員
会
か
ら
の
提
言
と
し
て
重
く
受
け
止
め
、
担

当
者
に
検
討
さ
せ
る
。
」
旨
の
回
答
が
あ
り
、
そ
の
結

果
、
平
成
25
年
度
当
初
予
算
に
「
矢
祭
町
そ
ば
・
大

豆
生
産
奨
励
事
業
」
と
し
て
２
，
１
０
０
万
円
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
課
産
業
グ
ル
ー
プ
の
説
明
に
よ
り
ま
す
と
、

今
後
は
「
矢
祭
町
そ
ば
・
大
豆
生
産
者
協
議
会
（
仮

称
）
」
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
中
で
具
体
的
な
進
め
方
が

検
討
さ
れ
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

平
成
25
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　

「
建
議
書
」
を
提
出

農
太
…
昨
日
、
近
所
の
親
戚
か
ら
、
畑
を
一
筆
引
き
受
け
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
た
ん
だ
け
ど
、
こ
の

　
　
　

場
合
も
農
地
法
の
許
可
が
い
る
の
か
な
。

地
子
…
え
え
、
農
地
の
所
有
権
を
移
動
し
た
り
、
賃
借
権
を
設
定
し
た
り
す
る
場
合
に
は
、
農
地
法

　
　
　

第
３
条
許
可
が
必
要
よ
。

農
太
…
つ
ま
り
、
売
買
や
贈
与
、
貸
し
借
り
を
す
る
場
合
と
い
う
こ
と
だ
ね
。
で
も
、
ど
う
し
て
わ

　
　
　

ざ
わ
ざ
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
っ
け
。

地
子
…
農
地
を
農
地
と
し
て
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
き
ち
ん
と
営
農
し
て
い
け
る
人
に
農
地
を

　
　
　

任
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
ら
よ
。
も
し
誰
で
も
農
地
を
簡
単
に
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
た

　
　
　

ら
、
安
易
な
転
用
は
勿
論
、
不
法
投
棄
な
ど
の
不
正
な
目
的
で
農
地
が
利
用
さ
れ
る
恐
れ
が

　
　
　

あ
る
も
の
ね
。

農
太
…
許
可
を
受
け
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
要
件
が
必
要
な
の
か
な
。

地
子
…
農
地
法
に
は
全
部
で
７
つ
の
要
件
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
わ
。
そ
の
う
ち
、
一
般
的
に
関
係
し

　
　
　

て
く
る
の
は
「
①
全
部
効
率
利
用
要
件
」
「
②
常
時
従
事
要
件
」
「
③
下
限
面
積
要
件
」
「
④

　
　
　

地
域
と
の
調
和
要
件
」
の
４
つ
か
な
。

農
太
…
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
？

地
子
…
「
①
全
部
効
率
利
用
要
件
」
は
、
所
有
す
る
全
て
の
農
地
を
ち
ゃ
ん
と
管
理
で
き
る
か
を
み

　
　
　

る
の
。
所
有
す
る
農
機
具
や
一
緒
に
働
く
人
数
な
ど
で
判
断
す
る
わ
。
「
②
常
時
従
事
要
件
」

　
　
　

は
必
要
な
農
作
業
に
従
事
す
る
時
間
が
あ
る
か
を
み
て
判
断
す
る
の
よ
。
勿
論
、
兼
業
で
も

　
　
　

週
末
な
ど
を
利
用
し
て
農
作
業
に
従
事
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
大
丈
夫
。

農
太
…
「
③
下
限
面
積
要
件
」
っ
て
の
は
？

地
子
…
農
地
が
細
分
化
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
１
つ
の
経
営
体
が
最
低
限
こ
れ
だ
け
の
面
積
を
営
農

　
　
　

し
な
さ
い
と
い
う
の
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
。
矢
祭
町
で
は
石
井
地
区
、
豊
里
地
区
で
は
５

　
　
　

反
歩
、
高
城
地
区
で
は
３
反
歩
が
下
限
と
さ
れ
て
い
る
わ
。
新
た
に
権
利
を
取
得
す
る
農
地

　
　
　

を
含
め
て
こ
の
面
積
を
上
回
れ
ば
大
丈
夫
よ
。

農
太
…
最
後
の
「
④
地
域
と
の
調
和
要
件
」
と
い
う
の
は
当
然
の
こ
と
だ
ね
。

地
子
…
そ
う
ね
、
当
然
だ
け
ど
１
番
大
切
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。

農
太
…
そ
う
だ
ね
。
色
々
と
あ
り
が
と
う
。
さ
っ
そ
く
地
元
の
農
業
委
員
さ
ん
に
相
談
し
て
み
る
こ

　
　
　

と
に
す
る
よ
。

農
太
と
地
子
の

　
　

農
地
法
対
談

　

こ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
毎
回
、
農

地
法
の
制
度
を
１
つ
取
り
上
げ
て
、

そ
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。



14広報やまつりＨ25．５15 広報やまつりＨ25．５

⻆田　幸
ゆきな

奈ちゃん
（5月14日生まれ・小田川）

　いつも笑顔をありがとう。お
姉ちゃんと一緒に元気にすくす
く育ってね。　（パパ・ママより）

寺島　颯
そうき

希くん
（5月28日生まれ・大垬）

　初めての誕生日おめでとう。
颯希はパパとママの宝物だよ。
これからも元気にすくすく成長
してね。　　　　（パパ＆ママ）

菊池　美
みづき

月ちゃん
（5月25日生まれ・関岡）

　いつもニコニコな美月ちゃん
は、ウチのアイドルだよ♡　お
兄ちゃんと、たくさん遊んで元
気に育ってね。（パパ・ママより）

鈴木　悠
はるま

真くん
（5月28日生まれ・東舘）

　お姉ちゃんといっしょにいつ
も笑っている姿が愛らしいで
す。これからも元気にすくすく
育ってくださいね。（父母より）

須田　琴
ことね

音ちゃん
（5月6日生まれ・戸塚）

　笑顔が素敵な琴音ちゃん。
これからも元気いっぱい笑顔
を沢山見せてね♡　大好き♡
　　　　　　　（父・母より）

す
くくす
くく

満１歳

お誕生日おめでとう！！

福島さわやか行政相談

　　　キャンペーン期間

 ( ５月１日～３１日 )

○月　日・・・５月１６日（木）

○場　所・・・矢祭町中央公民館

○時　間・・・午前１０時～午後３時

　

行
政
相
談
員
は
、
い
つ
で

も
自
宅
で
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
が
、
下
記
に
よ
り
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
所
開
設
！

　

総
務
省
で
は
矢
祭
町
担
当
の

行
政
相
談
員
を
平
成
25
年
４
月

１
日
付
け
で
金
澤
正
樹
さ
ん

（
中
石
井
）
に
再
任
し
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
員
は
、
国
・
県
・

市
町
村
及
び
特
殊
法
人
な
ど
の

仕
事
に
つ
い
て
、
処
理
や
説
明

な
ど
に
納
得
が
い
か
な
い
な
ど

の
苦
情
や
意
見
を
皆
さ
ん
か
ら

受
付
け
、
問
題
の
解
決
を
促
進

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

何
か
困
り
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

中
石
井　

金 

澤 

正 

樹
さ
ん

　

☎
（
４
６
）
２
８
２
５

行政相談員に【再任】

金澤正樹さん（中石井）

親
し
み
て
合
え
ば
冗
談
を
言
い
あ
い
し
ふ
く
よ
か
な
笑
顔
の
友
は
逝
き
た
り

藤
田　

君
江

覚
悟
し
て
の
看
護
に
疲
れ
口
あ
け
て
寝
て
い
る
夫
に
心
で
感
謝藤

田　

啓
子

秋
に
孫
が
買
い
く
れ
し
ミ
ニ
の
シ
ク
ラ
メ
ン
ピ
ン
ク
鮮
や
か
に
春
を
咲
き
つ
ぐ

金
澤　

京
子

テ
レ
ビ
よ
り
卒
園
の
歌
流
れ
来
て
吾
子
も
歌
い
し
と
懐
か
し
く
聴
く

星　
　

初
枝

残
雪
の
い
ま
だ
凍
れ
る
裏
庭
に
重
き
音
た
て
春
の
雪
落
つ　
　
　
　
　
　

菊
池　

知
子

陽
だ
ま
り
の
石
垣
の
許
に
は
や
ば
や
と
春
を
告
げ
て
咲
く
福
寿
草　
　
　

佐
藤
ミ
サ
子

雪
だ
る
ま
日
々
細
り
ゆ
く
狭
き
庭
の
土
手
の
か
た
え
に
福
寿
草
咲
く　
　

近
藤　

和
夫

配
達
の
人
を
待
ち
お
り
朝
床
に
夫
と
分
け
合
い
新
聞
を
読
む　
　
　
　
　

片
野　

税
子

縄
跳
び
大
会
百
六
十
五
回
の
賞
状
を
園
児
の
ひ
孫
仏
壇
に
供
う　
　
　
　

深
谷　

絹
子

震
災
か
ら
二
年
い
ま
尚
行
方
不
明
者
四
桁
と
ぞ
人
間
の
非
力
を
嘆
く　
　

　

佐
川　

典
子

白
杖
の
墓
参
り
の
靴
に
サ
ク
サ
ク
と
霜
柱
踏
み
ゆ
く
母
の
命
日　
　
　
　

松
本　

精
次

例
年
よ
り
厳
し
寒
さ
の
あ
か
し
と
も
久
慈
川
を
ゆ
っ
た
り
シ
ガ
流
れ
ゆ
く

佐
川　

文
江

短
歌

　
　

作
・
絵　

加
藤
祐
子　

編
集
・
発
行　

矢
祭
町
「
子
ど
も
読
書
の
街
づ
く
り
」
実
行
委
員
会

　

こ
の
お
話
は
、
ほ
っ
く
ん
が
「
せ
か
い
い
ち
お
い
し
い
シ
チ
ュ
ー
」
を
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
も
ら
い
、
い
え
に
持
っ
て
帰
る
ま
で
の
お
話
で
す
。
帰
り
道
で
様
々
な
仲
間
に

出
会
い
、
お
い
し
い
食
べ
物
の
お
す
そ
分
け
を
も
ら
う
の
で
す
。
気
づ
け
ば
ほ
っ
く

ん
一
人
で
は
食
べ
き
れ
な
い
量
と
な
り
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
仲
間
た
ち
と
「
お
い
し

い
ね
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
く
の
で
す
。
最
後
の
フ
レ
ー
ズ
の
「
み
ん
な
い
っ
し
ょ
だ

と
、
ず
っ
と
ず
っ
と
お
い
し
い
ね
」
は
我
が
家
の
食
卓
で
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
気

持
ち
だ
と
気
付
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
読
ん
で
い
る
人
も
聞
い
て
い
る
人
も
や
さ
し

い
気
持
ち
に
な
れ
る
一
冊
で
す
。

シ
チ
ュ
ー
を
も
ら
っ
た
か
え
り
み
ち

「
家う
ち
ど
く読

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

わ
が
家
の
イ
チ
お
し

　
　
　
　
　
　

こ
の
一
冊

矢祭もったいない図書館利用者

吉岡　美
み

穂
ほ

さん

　　　　翼
つばさ

くん

　　　　美
みさき

咲ちゃん

（下石井字入山）

矢
祭
町
短
歌
会
三
月
詠
草

―
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
所
蔵
本
か
ら
―
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～写真で見るはじまり～

　春を感じさせる清々しい青空の下、4月 5日に矢祭町

保育所で入所式、4月 8日には町内 6校の小中学校で入

学式が挙行されました。お父さんやお母さんに手を引か

れた入所児や緊張した面持ちの新入生。たくさんの子ど

もたちが、夢や希望、期待と不安が入り混じった中、新

たな生活をスタートさせました。

希望
きぼう

と決意
けつい

の１枚

矢祭町保育所（男子８名・女子19名）

下関河内小学校（男子１名・女子３名）下関河内小学校（男子１名・女子３名）

内川小学校（男子１名・女子３名）内川小学校（男子１名・女子３名） 石井小学校（男子５名・女子６名）石井小学校（男子５名・女子６名）

関岡小学校（男子１名・女子３名）関岡小学校（男子１名・女子３名） 東舘小学校（男子12名・女子８名）東舘小学校（男子12名・女子８名）

矢祭中学校（男子27名・女子22名）矢祭中学校（男子27名・女子22名）

photographphotograph
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Ｈ

予
防
接
種
法
の
一
部
が
変
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
４
月
１
日
よ
り
、
予

防
接
種
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
、
小
児
の
肺
炎
球

菌
感
染
症
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症(

子
宮
頸
が
ん)

の
予
防
接
種
が
定
期
予
防
接
種
へ

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
全
額
公
費

負
担
で
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
、
小
児
の
肺

炎
球
菌
感
染
症
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症(

子
宮
頸
が

ん)

の
予
防
接
種
を
す
で
に
開
始

さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
４

月
１
日
以
降
の
残
り
の
予
防
接
種

を
公
費
負
担
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

農
道
東
山
線
開
通

　

20
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
待
望
の
農
道
東
山
線
が
開
通

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
道
３
４
９
号
と
東
山
地
区

の
距
離
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　

沿
線
に
は
一
望
で
き
る
眺
め
の
よ
い
場
所
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

路

線

名
：
農
道
東
山
線

　

事
業
期
間
：
平
成
４
年
〜
平
成
24
年

　

延　
　

長
：
５
，
４
２
０
ｍ

　

幅　
　

員
：
車
道
５
・
５
ｍ
、
全
幅
員
７
・
０
ｍ

　

ト
ン
ネ
ル
：
１
ヶ
所
、
１
１
２
ｍ

　

橋　
　

梁
：
７
ヶ
所
、
４
８
９
ｍ

　

供
用
開
始
：
平
成
25
年
４
月
１
日

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
、

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
生

後
６
ヵ
月
に
至
る
ま
で
に
接
種

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降

は
生
後
１
歳
に
至
る
ま
で
の
間

に
接
種
す
る
こ
と
と
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
４
月
１
日
以
降
、

標
準
的
な
接
種
は
生
後
５
ヵ
月

か
ら
８
ヵ
月
の
間
に
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
出
生
届
を
役
場

に
提
出
し
た
際
に
、
予
防
接
種

手
帳
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

な
お
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
、
小
児
の

肺
炎
球
菌
感
染
症
、
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症(

子

宮
頸
が
ん)

の
予
防
接
種
を
す

で
に
開
始
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
は
、
残
り
の
回
数
分
の
予

診
票
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
子
さ
ん
の
接
種
歴
を
確

認
の
う
え
予
防
接
種
を
受
け
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
４
６
）
２
０
９
７

新
た
に
３
ワ
ク
チ
ン
が
追
加

怖
い
感
染
症
。
し
っ
か
り
接
種
し
て
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　平成25年度がスタートしました！カンガルーくらぶも気持ちを

あらたに、ますます充実した子育て支援をしていけるよう頑張って

いきたいと思います。

　さて、カンガルーくらぶでは、月１回子育てに役立つ様々なあそ

びや、季節の行事を取り入れた「子育て講座」を行っています。

　４月は大子広域公園に集合して講座（ミニ遠足）を行いました。

16組の親子が参加し、全員で芝生の広場に隠された宝（カプセル）

をさがす「宝さがし」や新聞紙のシッポを親子で交代でおいかけっ

こしながら取る「シッポ取り鬼」をしました。また、広い芝生を自

由にかけまわったり、持参したボールであそんだり、どんぐり拾い

をしたり・・・お外での解放感を味わいながら、のびのびと好きな

あそびを楽しむ子ども達の笑顔はキラキラと輝いていました。そん

な子ども達の姿を見て、お母さん達も嬉しそうでした。

　たくさんあそんだ後はお楽しみのお弁当タイムです。吹く風が心

地よく、桜吹雪の中で食べるお弁当の味は格別だったようです。

平成25年４月１日から定期予防接種に新たに3ワクチンが追加されました。

ワ　ク　チ　ン 対　象　年　齢 接　種　間　隔

Hib 感染症
生後2か月～5歳

(標準は生後２か月～７か月)

初回免疫は４～８週間の間隔で３回
接種する。３回目終了後おおむね１年
の間隔をおいて４回目接種を行う。

小児の肺炎球菌感染症
生後2か月～5歳

(標準は生後２か月～７か月)

初回免疫は27日以上の間隔をあけて
３回接種する。４回目の接種は12～
15カ月齢の間に行う。( ※３回目接
種から60日以上の間隔をおく )

ヒトパピローマウイルス

感染症(子宮頸がん)

小学6年生～高校1年生

(標準は中学1年生 )

〈サーバリックスワクチン〉

初回接種後１カ月あけて２回目を接種

初回接種から６カ月後に３回目を接種

〈ガーダシルワクチン〉

初回接種後２か月あけて２回目を接種

初回接種から６か月後に３回目を接種

※Hib 感染症、小児の肺炎球菌感染症は接種開始年齢により、接種回数が異なります
　のでご注意ください。

保健だより

Ｃ
ｅａｌｔｈ

ｈｅｃｋ

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
期
間
の
変
更

に
つ
い
て

予
診
票
の
配
布
に
つ
い
て

楽しかったミニ遠足！！

東山トンネルと舟ケ沢橋

東山大橋より佳老山・桧山を望む



矢祭町婦人会による植樹

石澤さんを招いての植樹

青砥さん寄贈の戸津辺の桜の子孫木
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　4月 5日、町長室において、ウィリアム・パトリッ

ク・ティムスさんに小学校英語指導助手としての辞令

が交付されました。

　これから、小学校の児童と英語の授業を行なったり、

町の行事にも参加したりして町民の皆さんともつな

がっていくことになります。　「矢祭町に来ることが

できてうれしい、コーラスを楽しみにしています」と

話すウィリアムさんはイギリス出身の 23 歳。幼少時

代に学校で日本人の友人に会ったことが日本に興味を

持つきっかけになったということです。

町
の
国
際
力

　

ア
ッ
プ
に
期
待
！

小
林
煇
武
さ
ん
に

　
　
　
　

委
嘱
状
交
付

委嘱状交付を受ける小林さん

　4月11日、自衛隊福島地方協力本部深川募集課長

が役場を訪れ、町長及び協力本部長名により、小林

煇武さんに自衛官募集相談員の委嘱状が交付されま

した。

　小林さんは挨拶の中で「募集相談員として矢祭町

から一人でも多くの立派な自衛官を輩出できるよう

任務を全うします」と募集相談員としての決意を

語っていました。

　任期は平成25年4月1日から平成27年3月31日ま

での 2年間となります。

寄付していただいた

　　　　　浄財を町の宝に

　4月 1日、棚倉町の石澤壽子さんが役場を訪れ、

矢祭山公園の桜苗木購入に役立ててくださいと町

長（町観光協会長）へ 9年連続の寄附がされまし

た。町ではこの寄付金で苗木を購入し、4月 16

日の観光協会総会の前に石澤さんを招き、矢祭山

総合案内施設近くのキャンプ場に桜を植樹しまし

た。

　4月 5日、矢祭町婦人会から桜の苗木 6本が寄

附されました。この桜は香川県婦人会連合会より、

福島県婦人会連合会へ復興支援として寄附された

ものの一部で、4月 16 日矢祭山公園内に桜を植

樹しました。

　また同日に青砥吉次さん（中石井）が役場を訪

れ、戸津辺の桜の種子から育てた苗木を 15 本寄

贈しました。

　町では寄付していただいた桜を大切に育て後世

へと残していきます。

は
や
く
大
き
く
な
ぁ
れ
！

稚鮎を放流する関岡小学校児童

　4月 19 日、町と久慈川第一漁業組合が主催

し、毎年恒例となっている「稚鮎の放流」が関

岡小学校の 3・4年生及び内川小学校全児童参

加のもと矢祭橋付近の久慈川において行われま

した。町長は「6月の鮎釣り解禁の頃は鮎も大

きく成長するようにと願いを込めて放流してく

ださい」と挨拶。放流が始まると「はやく大き

くなってね！」とそっと優しくバケツから久慈

川へと放流していました。

団長の鈴木さん

　4 月 19 日、内川小学校（大河原久宗校長）

では、全校児童 18 名で構成する「矢祭山みど

りの少年団」結団式を矢祭山公園内の記念碑前

で行い、団長の鈴木亜利紗さんが「私たちは、

緑に親しみ、緑を愛します。私たちは、緑の少

年団としての自覚と誇りを新たにし友情を深め

ます。私たちは、緑を守り、緑を育て、美しい

郷土を作ることにつとめます。」と誓いの言葉

を述べ、郷土の自然を守る気持ちを新たにしま

した。

自
然
を
守
る

　
　
　

誓
い
新
た
に

子
ど
も
読
書
の
街
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　

に
貢
献

佐野さんから寄贈された絵本

　4月 10 日、桜の聖母短期大学講師の佐野滋

さんが、髙信由美子さんを通して町に絵本を寄

贈しました。佐野さんは矢祭もったいない図書

館が開館してから毎年絵本を寄贈しており、矢

祭町の「子ども読書の街」づくりにも貢献をさ

れています。

　今回寄贈された絵本は各小学校、保育所、や

まつり幼稚園やもったいない図書館に置かれ、

多くの子どもたちに親しまれます。

小学校英語指導助手のウィリアムさん



行事＆
　　お知らせ

情報局情報局

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
で
す
。

国
家
公
務
員
「
税
務
職
員

採
用
試
験
」
の
お
知
ら
せ

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

　
　
　
　

（
前
期
・
後
期
）

地
域
づ
く
り
総
合
支
援
事

業
を
募
集
し
ま
す

耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る

方
を
募
集
し
ま
す

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
の
お
知
ら
せ

町民自ら火災のない

　　　町づくりをしましょう

◆矢祭町内件数
（平成25年１月１日
　　　～４月１１日）

火災件数　　４件
救急出動　５９件

「火事・救急・救助は１１９番」

　　　　　問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　　　　TEL ４６―２１１９

今月の納税
●固定資産税　　１期

　※口座振替日・納期限

　　　　５月31日（金）

人の動き
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自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
平

成
20
年
度
よ
り
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
夜
間
・
休
日
を
問
わ
ず
、

全
て
の
時
間
帯
に
お
い
て
納
め

る
こ
と
が
可
能
で
す
。　
　

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
銀

行
な
ど
の
金
融
機
関
や
郵
便
局

か
ら
の
納
付
も
で
き
ま
す
。

「
便
利
に
な
っ
た
自
動
車
税
の

納
税
」
で
、
必
ず
５
月
31
日
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

県
南
地
方
振
興
局
県
税
部

　

県
税
課

　

☎
０
２
４
８（
２
３
）１
５
１
９

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職

員
（
高
校
卒
業
程
度
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
国
の
財
政
を
支

え
る
税
務
職
員
に
、
あ
な
た
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

◆
受
験
資
格

　

試
験
年
度
の
４
月
１
日
に
お

　

い
て
、
高
等
学
校
又
は
中
等

　

教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
か

　

ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し

　

て
い
な
い
者
及
び
試
験
年
度

　

の
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
又

　

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す

　

る
見
込
の
者

◆
試
験
申
込
受
付
期
間

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
申
込　

　

６
月
24
日
（
月
）
〜

　

７
月
３
日
（
水
）

〇
郵
送
・
持
参
の
申
込

　

６
月
24
日
（
月
）
〜

　

６
月
28
日
（
金
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

人
事
院
東
北
事
務
局　

　

☎
０
２
２（
２
２
１
）２
０
２
２

　

又
は

　

仙
台
国
税
局
人
事

　

第
二
課
試
験
研
修
係

　

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

◆
受
講
対
象
者

　

（
１
）
危
険
物
の
取
扱
作
業

　

に
従
事
し
た
日
か
ら
１
年
以

　

内
の
方

　

（
２
）
危
険
物
の
取
扱
作
業

　

に
従
事
し
て
い
る
方
で
、
平

　

成
22
年
度
以
前
に
免
状
の
交

　

付
を
受
け
た
方

　

（
３
）
危
険
物
の
取
扱
作
業

　

に
従
事
し
て
い
る
方
で
、
平

　

成
22
年
度
以
前
に
保
安
講
習

　

を
受
け
た
方

◆
受
付
期
間　

　

（
前
期
）
４
月
22
日
（
月
）
〜

　
　
　
　

５
月
17
日
（
金
）

　

（
後
期
）
７
月
22
日
（
月
）
〜

　
　
　
　

８
月
９
日
（
金
）

◆
日
時

　

（
前
期
）
６
月
20
日
（
木
）

　

（
後
期
）
９
月
13
日
（
金
）

　

（
給
油
取
扱
所
関
係
）

　

９
時
〜
12
時

　

（
給
油
取
扱
所
以
外
）

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◆
場
所

　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ　

　

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

　

※
受
付
申
込
用
紙
は
、
各
消

　

防
署
、
分
署
に
準
備
し
て
あ

　

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続

　

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
、
地
域
活
性
化
に
取

り
組
む
団
体
・
集
落
な
ど
に
対

し
て
地
域
づ
く
り
総
合
支
援
事

業
（
サ
ポ
ー
ト
事
業
）
の
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
「
復
興
に
資
す

る
事
業
」
を
優
先
的
に
採
択
し

ま
す
。
特
に
「
被
災
者
支
援
・

交
流
の
た
め
に
行
う
事
業
及
び

被
災
者
を
含
む
団
体
自
ら
が
行

う
地
域
づ
く
り
事
業
全
般
に
関

す
る
取
組
み
」
に
つ
い
て
は
最

優
先
で
採
択
し
ま
す
。

◆
対
象
事
業
及
び
助
成
額

①
一
般
枠

　

民
間
団
体
が
取
り
組
む
広
域

　

的
、
先
駆
的
、
モ
デ
ル
的
な

　

事
業

○
補
助
対
象
事
業
費
の
２
／
３
以

　

内
、
震
災
復
興
や
災
害
復
興

　

に
関
連
す
る
取
組
み
は
最
大

　

10
／
10
（
上
限
５
０
０
万
円
）

②
過
疎
・
中
山
間
地
域
集
落
等

◆
問
い
合
わ
せ

　

社
団
法
人　

福
島
県
危
険
物

　

安
全
協
会
連
合
会

　

☎
０
２
４（
５
２
２
）１
８
４
８

　

白
河
地
方
危
険
物
安
全
協
会

　

（
白
河
消
防
本
部
内
）

　

☎
０
２
４
８（
２
２
）２
１
５
７

　

活
性
化
枠
（
そ
の
１
）

　

集
落
（
又
は
協
定
団
体
）
な

　

ど
が
取
り
組
む
集
落
等
活
性

　

化
に
関
す
る
事
業
全
般

○
補
助
対
象
事
業
費
の
４
／
５

　

又
は
２
／
３
以
内
（
上
限
５

　

０
０
万
円
）

③
過
疎
・
中
山
間
地
域
集
落
等

　

活
性
化
枠
（
そ
の
２
）

　

集
落
な
ど
が
取
り
組
む
集
落

　

再
生
に
関
す
る
計
画
づ
く
り

○
補
助
対
象
事
業
費
の
10
／
10

　

以
内
（
上
限
30
万
円
）

◆
募
集
期
間

　

４
月
15
日
（
月
）
〜

　

８
月
28
日
（
水
）

◆
提
出
先

　

自
立
総
務
課

　

企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
４
６
）
３
１
３
１

　

※
提
出
書
類
な
ど
が
必
要
と

　

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

県
南
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部

　

地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課

　

☎
０
２
４
８（
２
３
）１
５
４
６

　

町
で
は
、
地
震
の
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
べ
く
平
成
21
年

１
月
に
「
矢
祭
町
耐
震
改
修
促

進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
次
の
４
条
件
に

適
合
す
る
木
造
住
宅
所
有
者

で
、
耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る

方
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

１
．
所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る

　

住
宅

２
．
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

　

に
建
築
さ
れ
た
一
戸
建
て
住
宅

３
．
在
来
軸
組
工
法
等
に
よ
る

　

木
造
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

４
．
過
去
に
こ
の
補
助
に
よ
る

　

耐
震
診
断
を
受
け
て
い
な
い

　

住
宅

◆
問
い
合
わ
せ

　

事
業
課
事
業
グ
ル
ー
プ

　

☎（
４
６
）４
５
７
７

　

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
も
が
親
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
」
と

し
て
、
定
着
し
て
い
る
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
体
験
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す

の
で
、
運
動
の
出
来
る
服
装
で

お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

５
月
か
ら
11
月
ま
で
の
毎
月

　

第
４
火
曜
日

　

午
前
９
時
〜
12
時　

◆
場
所

　

町
営
運
動
場

◆
対
象

　

町
内
在
住
者
及
び
在
勤
者

◆
用
具

　

町
よ
り
借
用

◆
問
い
合
わ
せ

　

矢
祭
町
中
央
公
民
館

　

☎
（
４
６
）
２
２
０
２

　

又
は
矢
祭
町
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

　

４
月
１
日
〜
５
月
31
日
は
、

春
の
農
作
業
安
全
運
動
推
進
期

間
で
す
。
農
作
業
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植

機
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
農
業

機
械
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え

ま
す
。
使
用
前
に
は
必
ず
機
械

の
点
検
を
実
施
し
、
ほ
場
へ
の

出
入
り
や
道
路
走
行
時
に
は
路

肩
に
注
意
す
る
な
ど
、
農
作
業

安
全
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

矢
祭
町

　

福
島
県
県
南
農
林
事
務
所

　平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災から 2年が経過し

ました。もう一度、地域防災に対する意識を高めていきましょう。

災害は未然に防ぐ、被害は最小限に食い止める。火の取扱いには十

分気を付け、火災を起こさないようにしましょう。

　また、消火栓や防火水槽の前には車を駐車させない、消防車や救

急等の緊急車両の通行の際には停車して道を譲る等の消防活動への

ご協力をお願いいたします。

人　口 ６, ３４８人 （－ 27）

男 ３，１０１人 （－ 16）

女 ３，２４７人 （－ 11）

世　帯 ２, ０８５世帯 （± 0）

４月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

( 敬称略 )

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区

都丸　瑞
み ず き

生 3 /24 順弘・理紗 小田川

髙信　実
み

瑶
よ

4 / 3 甚一郎・佐栄 東　舘

金澤　春
は る ま

摩 4 /10 孝一・しのぶ 内　川

星　　瑠
る

花
か

4 / 15 昌綱・美穂 東　舘

●赤ちゃん誕生おめでとう

( 敬称略 )

亡くなられた方 年齢 没月日 地 区

金澤　みゑ 95 3 / 31 中石井

豊田　節子 80 4 / 1 宝　坂

鈴木　真澄 52 4 / 9 東　舘

益子　　泰 93 4 / 10 宝　坂

鈴木　忠博 78 4 / 11 内　川

大竹　嘉平 77 4 / 14 東　舘

陳野　光衛 91 4 / 14 宝　坂

鈴木　富也 83 4 / 21 東　舘

●お悔み申し上げます

●あとがき

　4月 1日より前任者の大木に変わ
り広報を担当することになった古市
です。5月号が私にとって最初の発
行ということで不安もありました
が、無事発行することができホッと
しています。
　さて、すでにお気づきかもしれま
せんが5月号より広報の色を緑から
ピンクへとリニューアルしました。
今後も季節に合せて色を変えるなど
考えていきたいと思います。
　広報マンとしてまだまだ未熟な部
分もあるかと思いますが、よろしく
お願いします。（龍）

　

フ
協
会
事
務
局　

　

☎
（
４
６
）
３
５
７
７

春
の
農
作
業
安
全
運
動
実
施
中
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町
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
ま
す

「
住
ん
で
み
た
い　

住
み
続
け

た
い　

や
ま
つ
り
町
」
を
高
く

掲
げ
、
こ
の
実
現
の
た
め
に
邁

進
し
、
町
域
の
均
衡
あ
る
発
展

と
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

の
町
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が

る
予
算
編
成
で
あ
り
ま
す
。

最
重
点
事
業
で
あ
り
ま
す
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
の
完

成
、
次
に
矢
祭
中
学
校
屋
内
運

動
場
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
事

業
、
矢
祭
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
法
面

　

平
成
25
年
度
の
当
初
予
算
に

あ
た
っ
て
の
基
本
方
針
は
、
収

支
均
衡
を
保
持
し
つ
つ
健
全
財

政
の
堅
持
に
努
め
る
と
共
に
、

第
四
次
総
合
計
画
の
三
年
目
の

年
で
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

補
強
工
事
、
町
道
桃
木
・
柳
下

線
改
良
事
業
、
森
林
整
備
地
域

活
動
支
援
交
付
金
事
業
、
町
消

防
団
員
用
雨
合
羽
購
入
、
農
業

施
設
、
林
業
施
設
整
備
事
業
、

ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
回
復
支

援
事
業
、
安
全
で
良
質
な
水
を

安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
、
簡

易
水
道
の
配
水
管
を
石
綿
管
か

ら
Ｖ
Ｐ
管
へ
の
布
設
替
え
を
す

る
舘
本
地
区
、
茗
荷
地
区
の
基

幹
改
良
事
業
等
を
実
施
し
ま
す
。

　

継
続
事
業
と
し
て
は
、
子
育

て
支
援
と
し
て
、
幼
稚
園
入
園

料
、
授
業
料
、
幼
稚
園
・
小
・

中
学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減
や

幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
通
学
費

助
成
、
昼
間
保
護
者
の
い
な
い

家
庭
の
た
め
の
幼
稚
園
の
特
別

保
育
、
小
学
校
の
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
、
中
学
校
を
対

象
と
し
た
英
語
・
数
学
の
コ
ー

ス
別
授
業
等
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

　

子
育
て
支
援
以
外
で
は
、
個

人
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
促
進

し
、
合
わ
せ
て
町
内
建
築
業
者

の
仕
事
を
確
保
す
る
個
人
住
宅

改
良
支
援
事
業
や
有
害
狩
猟
鳥

獣
対
策
支
援
員
事
業
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
た
め
の
生
き
が

い
づ
く
り
事
業
と
し
て
の
高
齢

者
温
泉
サ
ロ
ン
等
で
あ
り
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
緊
急
雇
用
対
策
事
業

等
で
、
放
射
線
量
の
測
定
・
公

表
の
実
施
、
食
の
安
心
・
安
全

の
情
報
発
信
、
観
光
風
評
被
害

対
策
等
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

県

営

事

業

で

は
、

国

道

３
４
９
号
下
関
工
区
、
小
田
川

二
工
区
、
農
免
農
道
中
石
井
二

期
地
区
の
事
業
促
進
及
び
県
道

石
井
・
大
子
線
、
県
道
下
関
河

内
・
小
生
瀬
線
が
早
期
に
事
業

採
択
さ
れ
る
よ
う
要
望
致
し
ま

す
。

　

今
後
と
も
町
民
の
目
線
に
立

ち
、
町
民
皆
様
の
安
心
・
安
全

な
町
づ
く
り
の
た
め
、
議
員
の

第2回定例会
3月11日～15日

25
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

　

33
億
４
，
０
０
０
万
円
を
可
決

　

３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
11
日
か
ら
15
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初

日
は
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
担
当
課
長
か
ら
の
議
案
の
内

容
説
明
が
あ
り
、
２
日
目
は
前
日
に
引
き
続
き
担
当
課
長
か
ら
議
案
の
内
容
の
説
明
が

行
わ
れ
、
一
般
質
問
で
議
員
３
名
が
登
壇
し
町
に
対
し
て
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
議
案
調
査
の
た
め
休
会
。
４
日
目
は
、
一
般
質
問
で
議
員
４
名
が
登
壇
し
、

町
に
対
し
て
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
日
目
の
最
終
日
は
、
条
例
の
制
定
９
件
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
７
件
、

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
、
平
成
24
年
度
各
会
計
補
正
予
算
８
件
、
平
成
25
年

度
各
会
計
予
算
９
件
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
が
提
案
さ
れ
、
合
計
35
議
案
を
審
議

し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
案
件
で
は
、
請
願
２
件
が

採
択
さ
れ
、
追
加
提
案
と
し
て
、
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
が
承
認
さ
れ
、
意
見
書
２

件
が
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

町

長

施

政

方

針
（
要
旨
）

条条条条条条

例例例例例例例

皆
様
と
意
思
疎
通
を
図
り
、
議

会
と
協
調
し
な
が
ら
、
郷
土
矢

祭
町
発
展
の
た
め
に
全
力
を
上

げ
て
町
政
運
営
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。

◎
矢
祭
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
（
議
案
第
６
号
）

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。

◎
矢
祭
町
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
議

案
第
７
号
）　

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。

◎
矢
祭
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
本
部
条
例
（
議
案
第

８
号
）

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
特
別
措
置
法
の
公
布
に
伴

い
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

　

当
初
予
算
総
額
は
33
億
４
，

０
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度

当
初
予
算
35
億
７
，
０
０
０
万

円

と

比

較

し

て

２

億

３
，

０
０
０
万
円
の
減
で
、
率
に
し

て
６
・
４
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。

　

新
規
事
業
は
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端

末
シ
ス
テ
ム
・
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
構

築
事
業
、
耕
作
放
棄
地
景
観
作

物
栽
培
推
奨
事
業
、
元
気
や
ま

つ
り
発
信
事
業
、
ブ
ラ
ン
ド
・

イ
メ
ー
ジ
回
復
支
援
事
業
、
そ

ば
・
大
豆
生
産
奨
励
事
業
、
こ

ん
に
ゃ
く
生
産
奨
励
事
業
等
が

主
な
も
の
で
す
。

各
分
野
の
施
策
に
優
先
順
位

を
つ
け
、
事
業
等
の
厳
し
い

選
択
を
行
っ
た
予
算
編
成

◎
矢
祭
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
の
指
定
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

（
議
案
第
５
号
）

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進

す
。

◎
矢
祭
町
町
道
の
構
造
の
技
術

的
基
準
を
定
め
る
条
例
（
議
案

第
９
号
）

　

地
域
主
権
改
革
一
括
法
に
よ

る
道
路
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
移
動
等
円
滑
化
の
た

め
に
必
要
な
町
道
の
構
造
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
議

案
第
10
号
）

　

地
域
主
権
改
革
一
括
法
に
よ

る
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
の
移

動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
町
道
に
設
け
る
道
路

標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例

（
議
案
第
11
号
）

　

地
域
主
権
改
革
一
括
法
に
よ

る
道
路
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
準
用
河
川
に
係
る
河

川
管
理
施
設
等
の
構
造
の
技
術

的
基
準
を
定
め
る
条
例
（
議
案

第
12
号
）

　

地
域
主
権
改
革
一
括
法
に
よ

る
河
川
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
営
住
宅
等
の
整
備
基

準
を
定
め
る
条
例
（
議
案
第
13

号
）

　

地
域
主
権
改
革
一
括
法
に
よ

る
公
営
住
宅
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
自
治
基
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案
第

14
号
）

　

地
方
自
治
法
の
改
正
及
び
条

文
が
現
行
に
合
わ
な
い
た
め

に
、
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
指
定
通
所
介
護
事
業
施
設
矢

祭
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

舘
山
荘
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案

第
16
号
）

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
障
が
い
者
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議

案
第
17
号
）

　

地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の

実
現
に
向
け
て
新
た
な
傷
害
保

健
福
祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
一
部
改
正

す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
営
土
地
改
良
事
業
に

要
す
る
経
費
の
賦
課
徴
収
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
議
案
第
18
号
）

　

地
域
主
権
改
革
一
括
法
に
よ

る
土
地
改
良
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
道
路
占
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
19
号
）

　

福
島
県
道
路
占
用
料
徴
収
条

例
の
改
正
に
伴
い
、
一
部
改
正

す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
議
案
第
20

号
）

　

南
石
井
団
地
が
36
戸
か
ら
29

戸
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
一

部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案

第
21
号
）

　

地
域
主
権
改
革
一
括
法
に
よ

る
公
営
住
宅
法
の
改
正
に
伴

い
、
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
（
議
案
第
22
号
）

　

地
方
自
治
法
第
24
条
の
２
第

３
項
及
び
矢
祭
町
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
き

等
に
関
す
る
条
例
第
３
条
に
基

づ
く
も
の
で
す
。

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
23
号
）

　

子
育
て
支
援
住
宅
費
の
減
、

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
敷
地
造
成
工

事
等
、
各
事
業
費
の
確
定
と
財

そそそ

ののののの

他他他他他他他

補補補補補補

正正正正正

予予予予

算算算算算
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政
調
整
基
金
の
積
立
て
等
が
補

正
の
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
24
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
国
民
健
康
保

険
税
、
国
・
県
支
出
金
の
変
更

申
請
及
び
療
養
給
付
費
交
付

金
、
共
同
事
業
交
付
金
等
の
確

定
見
込
み
に
よ
る
補
正
が
主
な

内
容
で
す
。

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
25
号
）

　

人
件
費
、
水
道
使
用
料
及
び

事
業
の
確
定
に
よ
る
補
正
が
主

な
内
容
で
す
。

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
26
号
）

　

土
地
売
払
収
入
の
減
、
歳
出

の
確
定
に
よ
る
補
正
が
主
な
内

容
で
す
。

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
議
案
第
27
号
）

　

使
用
料
の
確
定
見
込
と
施
設

維
持
費
の
補
正
が
主
な
内
容
で

す
。

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
28
号
）

　

介
護
保
険
料
の
確
定
見
込
み

及
び
国
・
県
支
出
金
、
支
払
基

金
交
付
金
、
保
険
給
付
費
の
確

定
見
込
み
に
伴
う
補
正
が
主
な

内
容
で
す
。

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
29
号
）

　

被
保
険
者
の
異
動
等
に
よ
る

保
険
料
の
増
額
、
療
養
給
付
費

負
担
金
の
確
定
に
よ
る
一
般
会

計
繰
出
金
の
増
額
及
び
過
年
度

保
険
料
還
付
金
確
定
等
が
補
正

の
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
30
号
）

　

霊
園
販
売
数
の
確
定
見
込
み
等

に
伴
う
補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
予
算
（
議
案
第
31
号
）

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
（
議
案

第
32
号
）

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算
（
議
案
第
33

号
）

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
議
案
第
34
号
）

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
予
算
（
議
案

第
35
号
）

成平4 度各会計別予算補正状況 月第 回定例会 　（単位：千円）

会　　計　　名 概 定 額 補 正 額 予算総額

一　 般　 会　 計 4,948,318 △ 97,080 4,851,238

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 787,505 6,517 794,022

水 道 事 業 135,620 △ 10,053 125,567

宅 地 造 成 事 業 15,942 △ 5,000 10,942

農業集落排水処理事業 30,758 △ 336 30,422

介 護 保 険 539,774 △ 9,562 530,212

後期高齢者医療保険 124,684 7,202 131,886

霊 園 事 業 1,279 △ 263 1,016

当当当当

初初初初初初

予予予予予

算算算算算

成平5 度各会計別当初予算状況　（単位：千円）

会　　計　　名 25年度予算額 24 年度予算額 伸び率

一　 般　 会　 計 3,340,000 3,570,000 △ 6.44%

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 754,375 729,485 3.41%

水 道 事 業 138,500 124,409 11.33%

工場団地造成事業 5,998 7,301 △ 17.85%

宅 地 造 成 事 業 14,022 37,709 △ 62.82%

農業集落排水処理事業 28,500 28,300 0.71%

介 護 保 険 498,940 510,437 △ 2.25%

後期高齢者医療保険 126,471 127,230 0.60%

霊 園 事 業 1,279 1,100 30.00%

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
予

算
（
議
案
第
36
号
）

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
（
議
案
第
37

号
）

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
予
算

（
議
案
第
38
号
）

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
予
算
（
議
案
第
39

号
）

人人人人人人

事事事事事事

案案案案案

件件件件件件件

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

（
議
案
第
40
号
）

教
育
委
員
会
委
員
に

佐　

藤　

武　

男　

氏

全
会
一
致
で
、
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

※任期は平成25年３月15日

から平成29年３月14日まで

請請請請請請

願願願願願願願

◎
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
審
査
結
果
が

請
願
・
陳
情

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
地
方
財
源
の
確
保
を
求
め
る

意
見
書
提
出
の
請
願
。

請
願
者

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島

県
連
合
会
東
白
川
地
区
連
合

　
　

議
長　

片　

野　

一　

也

紹
介
議
員　

緑　

川　
　
　

進

審
査
結
果　
　

採　
　

択

○
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見

書
提
出
の
請
願
。

請
願
者

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島

県
連
合
会
東
白
川
地
区
連
合

　
　

議
長　

片　

野　

一　

也

紹
介
議
員　

緑　

川　
　
　

進

審
査
結
果　
　

採　
　

択

陳陳陳陳陳陳

情情情情情情情

◎
滝
川
開
発
期
成
同
盟
会
会
長

立
花
利
夫
外
役
員
よ
り
次
の
陳

情
が
あ
り
ま
し
た
。

○
国
道
３
４
９
号
の
早
期
改
良
。

滝
川
地
区
全
体

○
上
関
河
内
地
内
の
小
田
川
の

堆
積
土
砂
の
撤
去
。上

関
河
内
区

○
町
道
滝
平
線
の
舗
装
外
２

件
。

大
垬
区

○
県
道
下
関
河
内
・
小
生
瀬
線

福
住
地
内
の
道
路
改
良
外
２

件
。

高
山
区

○
早
期
の
小
学
校
統
合
外
１

件
。

下
関
河
内
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
第
12
条
の
規
定
に
よ
り
新
た

な
委
員
を
選
任
す
る
た
め
、
同

法
第
12
条
第
２
項
に
規
定
す
る

学
識
経
験
を
有
す
る
者
２
名
を

推
薦
し
ま
し
た
。

　

矢
祭
町
大
字
大
垬

　
　

字
千
本
平
14
番
地

齊　

藤　

隆　

夫　

氏

　

矢
祭
町
大
字
宝
坂

　
　

字
鶴
ヶ
池
149
番
地

金　

澤　

榮　

壽　

氏

人人人人人人

事事事事事事

案案案案

件件件件件件件

議
員
提
出
議
案

意意意意意

見見見見見

書書書書書書

○
地
方
財
源
の
確
保
を
求
め
る

意
見
書
（
発
議
第
１
号
）

○
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見

書
（
発
議
第
２
号
）

※
可
決
し
た
意
見
書
２
件
を
政

府
関
係
機
関
に
対
し
送
付
し
ま

し
た
。

　

平
成
25
年
第
１
回
臨
時
議
会

は
、
２
月
28
日
午
前
10
時
に
招

集
さ
れ
、
専
決
処
分
の
報
告
承

認
、
平
成
24
年
度
矢
祭
町
一
般

会
計
補
正
予
算
、
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
の
３
議
案
が
提

案
さ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

第
１
回
臨
時
議
会

◎
専
決
処
分
報
告
（
議
案
第
１

号
）

○
専
決
第
１
号　

平
成
24
年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
伴
い
、
東
京
電
力
か
ら

の
損
害
賠
償
支
払
い
の
た
め
の

住
民
デ
ー
タ
作
成
委
託
料
等
の

費
用
の
補
正
で
す
。

報報報報報報

告告告告告

平成24年度一般会計別予算補正状況（専決第1号） （単位：千円）

会　　計　　名 概 定 額 補 正 額 予算総額

一　 般　 会　 計 4,944,926 4,392 4,949,318

平成24年度一般会計別予算補正状況（2月第1回臨時会） （単位：千円）

会　　計　　名 概 定 額 補 正 額 予算総額

一　 般　 会　 計 4,949,318 △ 1,000 4,948,318

補補補補補補

正正正正正

予予予予予

算算算算算

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
一
般
会

契契契契契契

約約約約約

◎
平
成
24
年
度
や
ま
つ
り
こ
ど

も
園
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締

結
（
議
案
第
３
号
）

　

平
成
25
年
２
月
25
日
、
矢
祭

町
財
務
規
則
第
１
２
３
条
の
規

定
に
基
づ
き
指
名
競
争
入
札
に

付
し
た
、
平
成
24
年
度
や
ま
つ

り
こ
ど
も
園
新
築
工
事
に
つ
い

て
、
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す

る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
96
条

り
、
総
合
計
画
基
本
構
想
等
に

つ
い
て
議
会
の
議
決
を
経
て
策

定
す
る
た
め
に
、
一
部
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
立
幼
稚
園
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議

案
第
42
号
）

　

４
月
１
日
よ
り
、
東
舘
幼
稚

園
と
石
井
幼
稚
園
を
統
合
す
る

た
め
に
、
一
部
改
正
す
る
も
の

で
す
。

◎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
43
号
）

　

４
月
１
日
よ
り
、
東
舘
幼
稚

園
と
石
井
幼
稚
園
を
統
合
す
る

た
め
に
、
一
部
改
正
す
る
も
の

で
す
。

◎
矢
祭
町
身
体
生
が
い
者
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
議
案
第
44
号
）

　

障
害
者
自
立
支
援
法
が
障
害

者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活

を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の

法
律
に
改
正
さ
れ
た
た
め
に
、

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

計
補
正
予
算
（
議
案
第
２
号
）

　

議
員
報
酬
、
議
会
会
議
録
作

成
委
託
費
用
及
び
上
関
上
ノ
台

遺
跡
発
掘
調
査
確
定
に
伴
う
補

正
で
す
。

第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議

決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の

取
得
ま
た
は
処
分
に
関
す
る
条

例
第
２
条
の
規
定
に
基
づ
き
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

○
契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

○
契
約
の
金
額　
　
　
　
　
　

　

４
３
０
，
５
０
０
，
０
０
０
円

（
う
ち
消
費
税
２
０
，
５
０
０
，

０
０
０
円
）

○
契
約
の
相
手
方

福
島
県
東
白
川
郡
棚
倉
町

大
字
棚
倉
字
南
町
20
番
地

藤
田
建
設
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

藤
田
光
夫

　

平
成
25
年
第
３
回
臨
時
議
会

は
、
３
月
28
日
午
前
10
時
に
招

集
さ
れ
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
４
件
、
平
成
24
年
度

各
会
計
補
正
予
算
７
件
の
合
計

11
議
案
が
提
案
さ
れ
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
回
臨
時
議
会

条条条条条条

例例例例例例例

◎
矢
祭
町
自
治
基
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案
第

41
号
）

　

地
方
自
治
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
基
本
構
想
に
つ
い
て
法

的
な
策
定
義
務
が
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
自
主
的
な
判
断
に
よ

補補補補補補

正正正正正

予予予予

算算算算算

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
45
号
）

　

特
別
交
付
税
、
国
・
県
支
出

金
等
の
歳
入
の
確
定
、
各
種
事

務
、
事
業
等
の
歳
出
の
確
定
に
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菊池淳之議員
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一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

　

３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
12
日
と
14
日
の
２
日
間
行
な
わ
れ
、

７
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま

し
た
。

一
般
・
教
育
行
政

質
問　

今
後
の
総
合
計
画
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

よ
る
補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
46
号
）

　

国
・
県
支
出
金
等
、
保
険
給

付
費
、
保
険
事
業
費
等
の
確
定

に
よ
る
補
正
が
主
な
内
容
で

す
。

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
47
号
）

　

歳
入
の
確
定
、
基
幹
改
良
事

業
、
施
設
維
持
管
理
事
業
等
の

確
定
に
よ
る
補
正
が
主
な
内
容

で
す
。

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
議
案
第
48
号
）

　

歳
出
の
確
定
に
よ
る
補
正
で

す
。

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
49
号
）

　

介
護
保
険
料
、
保
険
給
付
費

等
の
確
定
等
に
よ
る
補
正
が
主

な
内
容
で
す
。

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
50
号
）

　

被
保
険
者
の
異
動
に
よ
る
保

険
料
の
増
額
等
に
よ
る
補
正
が

主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
24
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
51
号
）

　

霊
園
基
金
積
立
金
の
利
息
の

確
定
に
よ
る
補
正
で
す
。

成平4 度各会計別予算補正状況 月第 回定例会 　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会　　計　　名 概　 定 　 額 補　 正 　 額 予 算 総 額

一 　 般 　 会 　 計 4,851,238  97,223 4,948,461

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 794,022 273 794,295

水 道 事 業 125,567 △ 2,000 123,567

工 場 団 地 造 成 事 業 7,537 0 7,537

介 護 保 険 530,212 △1,193 529,019

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 131,886 313 132,119

霊 園 事 業 1,016 1 1,017

　
　

今
後
の
町
政
を
行
う
上

で
、
町
長
が
目
指
す
ま
ち
づ
く

り
と
農
林
業
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　

町
長

　

本
町
の
農
地
は
３
割
を
超
す

耕
作
放
棄
地
が
あ
り
ま
す
。
か

つ
て
、
最
重
要
生
産
品
目
で
あ

り
ま
し
た
蒟
蒻
、
少
し
で
も
蒟

蒻
に
回
帰
し
て
も
ら
い
た
い
と

種
子
の
無
料
配
布
等
も
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
　

雇
用
環
境
の
充
実
、
今
後

の
企
業
誘
致
の
推
進
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　

町
長　

昨
年
も
福
島
県
東

京
事
務
所
へ
３
度
訪
問
し
、
お

願
い
は
し
て
お
り
ま
す
。
デ
フ

レ
の
真
っ
最
中
で
地
方
進
出
を

決
め
る
企
業
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
後
も
、
企
業
を
誘

致
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

４
月
か
ら
石
井
方
部
は
朝
と

帰
り
、
三
関
方
部
は
朝
だ
け
幼

稚
園
ま
で
送
迎
す
る
計
画
を
持

っ
て
い
ま
す
。

　
　

現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
、

今
後
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

３
月
４
日
に
着
工
し
、
11
月

当
た
り
に
完
成
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
新
園
舎
が
完
成
す
る
11

月
に
は
保
育
所
、
幼
稚
園
も
速

や
か
に
引
越
し
、
そ
の
後
、
外

構
工
事
に
着
手
し
、
26
年
３
月

ま
で
に
は
全
て
の
工
事
を
終
了

す
る
計
画
で
す
。

　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
、
運
行

の
計
画
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　

教
育
課
長　

質
問　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
進

捗
状
況
に
つ
い
て

質
問　

小
学
校
統
合
等
に
向

け
て
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

一
般
・
福
祉
・
教
育
・

　
　

建
設
・
農
業
行
政

　
　

教
育
委
員
会
と
し
て
の
基

本
構
想
策
定
予
定
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　

教
育
長　

　

２
０
１
３
年
以
降
の
学
校
教

育
ビ
ジ
ョ
ン
、
柱
と
な
る
も
の

を
策
定
し
、
お
示
し
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

定
住
す
る
た
め
に
一
番
必

要
な
の
は
医
療
、
塙
厚
生
病
院

等
へ
の
支
援
金
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

質
問　

人
口
減
少
対
策
事
業

の
実
施
計
画
に
つ
い
て

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

日
曜
当
番
医
制
度
利
用
委
託

料
４
０
５
万
円
、
第
２
次
救
急

医
療
協
議
会
へ
１
５
５
万
２
千

円
、
塙
厚
生
病
院
の
医
師
確
保

に
４
０
０
万
円
の
内
７
８
万
円

の
合
計
で
６
３
８
万
２
千
円
で

あ
り
ま
す
。

質
問　

耕
作
放
棄
地
の
現
状

と
解
消
計
画
に
つ
い
て

　
　

耕
作
放
棄
地
の
現
状
と
解

消
計
画
及
び
河
川
焼
き
払
い
を

や
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
害

虫
駆
除
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

妙
案
が
あ
れ
ば
、
手
を
付
け

て
お
り
ま
す
。
放
棄
地
は
増
え

る
ば
か
り
で
、
少
し
ず
つ
で
も

蒟
蒻
の
栽
培
に
復
帰
、
あ
る
い

は
野
菜
を
作
っ
て
も
ら
う
そ
う

し
た
方
向
性
し
か
今
は
無
い
の

か
と
思
い
ま
す
。
河
川
焼
き
払

い
は
県
の
指
導
で
中
止
し
ま
し

た
。
害
虫
駆
除
は
農
家
そ
れ
ぞ

れ
で
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

質
問　

25
年
度
予
算
・
今
回

の
重
点
に
つ
い
て

　
　

復
興
交
付
金
の
事
業
化
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

復
興
基
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

１
億
３
，
３
０
０
万
円
ほ
ど
き

て
お
り
、
25
年
度
は
中
学
校
屋

内
運
動
場
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
、
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト

３
万
円
で
上
限
12
万
円
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
福
島
県
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
回
復
交
付
金
は
、

３
年
間
で
４
，
３
０
０
万
円
ほ

ど
き
て
お
り
、
25
年
度
は
、
公

共
施
設
の
回
復
、
公
園
等
の
整

備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

質
問　

こ
ど
も
園
の
運
営
計

画
に
つ
い
て

　
　

こ
ど
も
園
の
総
建
設
費
用

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
課
長

　

現
時
点
で
は
６
億
４
，
０
０

０
万
円
程
度
で
ご
ざ
い
ま
す
。

質
問　

い
じ
め
、
体
罰
問
題

の
把
握
と
現
状
に
つ
い
て

　
　

各
小
学
校
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
ら
れ
た
と
思
う
が
、
そ
の

結
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

24
年
４
月
１
日
か
ら
25
年
１

月
30
日
ま
で
に
発
生
し
た
体
罰

事
案
に
つ
い
て
は
、
各
小
中
学

校
か
ら
は
な
し
と
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

緑川裕之議員

一
般
・
観
光
・
水
道
・

　
　
　
　
　

建
設
行
政

質
問　

放
射
線
の
低
線
量
を

売
り
に
し
た
企
業
・
人
・
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
誘
致
に
つ
い
て

　
　

当
町
の
放
射
線
量
は
会
津

に
次
ぐ
低
線
量
地
区
で
す
。
こ

れ
ら
の
安
全
を
売
り
に
し
て
大

学
、
企
業
の
研
究
所
、
大
学
卒

業
の
方
が
入
社
で
き
る
企
業
の

誘
致
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　
　

町
長

　

親
は
、
血
の
に
じ
む
よ
う
な

思
い
で
学
費
を
捻
出
し
大
学
へ

出
し
て
も
、
田
舎
に
戻
っ
て
こ

な
い
の
が
現
状
で
す
。
今
後
、

大
学
卒
業
者
が
就
職
で
き
る
よ

う
な
、
ソ
フ
ト
関
連
企
業
の
誘

致
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

会
津
や
白
河
で
は
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
行
っ
て
い
る
と

質
問　

観
光
施
設
の
利
用
状

況
と
整
備
に
つ
い
て

質
問　

国
・
県
・
町
道
に
隣

接
す
る
雑
木
、
竹
林
の
伐
採

に
つ
い
て

こ
ろ
が
あ
る
が
、
当
町
で
も
商

工
会
、
ユ
ー
パ
ル
等
と
連
携
し
、

公
園
め
ぐ
り
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
ー

リ
ー
等
企
画
し
て
い
る
か
伺
い

ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
回
復
交

付
金
事
業
を
利
用
し
、
地
産
地

消
メ
ニ
ュ
ー
を
含
む
宿
泊
パ
ッ

ク
み
た
い
な
も
の
を
行
い
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

矢
祭
山
公
園
の
今
後
の
整

備
、
維
持
予
算
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

当
初
予
算
に
70
万
円
計
上
し

て
お
り
ま
す
。
基
本
的
に
は

シ
ー
ズ
ン
前
に
草
刈
を
や
っ
て

お
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
早
い

機
会
か
ら
整
備
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　

町
長

　

い
ろ
い
ろ
事
情
も
あ
り
ま
す

が
、
矢
祭
町
は
福
島
県
の
玄
関

で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
、

予
算
を
増
額
し
、
き
れ
い
な
公

園
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

道
路
に
隣
接
す
る
雑
木
、

竹
林
の
た
め
に
凍
結
す
る
危
険

箇
所
が
多
く
あ
り
、
個
人
で
の

鈴木一徳議員

一
般
・
教
育
・
建
設
・

　
　
　
　
　

防
災
行
政

質
問　

平
成
25
年
度
重
点
事

業
に
つ
い
て

伐
採
は
無
理
が
多
く
、
町
で
対

応
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

地
権
者
の
了
解
等
の
問
題
も

あ
り
ま
す
が
、
地
域
、
交
通
安

全
協
会
等
か
ら
ご
意
見
が
あ
れ

ば
、
で
き
る
限
り
対
処
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
誕
生

祝
い
金
事
業
は
デ
ー
タ
を
見
る

限
り
、
事
業
実
施
前
後
の
誕
生

人
数
は
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
結
婚
祝
い
金
支
給
事
業
も

ほ
ぼ
同
じ
で
、
こ
の
事
業
が
結

婚
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

こ
の
祝
い
金
を
目
的
に
結
婚

す
る
人
は
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
の

答答

問答問

答答 問問答

問答問

問答 答問答

問答問答

問答

問 問 答

問

答答 問
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子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
全
体

事
業
費
は
６
億
２
，
７
７
６
万

８
千
円
と
言
う
こ
と
で
し
た
が
、

総
合
計
画
で
は
、
４
億
７
，

０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

１
億
５
，
７
７
６
万
円
も
増
え

て
い
る
が
総
合
計
画
と
の
整
合

性
は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

総
合
計
画
は
３
年
前
に
計
画

し
た
わ
け
で
、
そ
の
時
点
で
は

概
算
で
計
上
し
た
も
の
で
、
そ

の
額
は
建
設
費
だ
け
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
に
お
い
て
詳

細
を
算
出
し
た
の
が
、
現
在
の

数
字
で
あ
り
ま
す
。

　
　

こ
ど
も
園
の
あ
い
じ
ょ
う

こ
み
ち
に
つ
い
て
、
設
置
目
的

は
伺
い
ま
し
た
が
、
玄
関
近
く

で
昇
降
し
た
ほ
う
が
思
わ
ぬ
事

故
か
ら
子
ど
も
を
守
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

駐
車
場
と
園
庭
、
旧
園
舎
を

使
用
し
て
の
園
舎
建
設
等
と
難

し
さ
も
あ
り
、
建
設
準
備
委
員

会
等
の
中
で
話
し
合
わ
れ
、
保

護
者
か
ら
も
理
解
が
得
ら
れ
た

質
問　

Ｉ
Ｐ
電
話
に
つ
い
て

　
　

非
常
の
際
、
屋
外
に
い
る

と
情
報
が
聞
こ
え
な
い
、
火
の

見
や
ぐ
ら
等
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
伺
い
ま

す
。

　
　

町
長

　

屋
外
に
設
置
す
る
ス
ピ
ー

カ
ー
は
多
額
の
費
用
が
か
か
り

鈴木敏男議員

一
般
行
政

質
問　

多
額
の
赤
字
が
予
想

さ
れ
る
ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
の

今
後
の
運
営
に
つ
い
て

　
　

今
後
の
運
営
、
収
支
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

ス
イ
ン
ピ
ア
は
、
収
益
事
業

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
町
民

の
健
康
維
持
、
娯
楽
の
一
つ
に

利
用
で
き
れ
ば
良
い
と
判
断
し

ま
す
。
消
防
団
関
係
者
に
は
一

斉
メ
ー
ル
で
配
信
に
な
り
、
直

ち
に
出
動
態
勢
を
と
っ
て
お
り

ま
す
。
一
般
町
民
が
消
防
団
と

同
時
に
情
報
を
知
る
と
、
現
場

に
大
勢
の
方
が
参
集
し
、
消
火

活
動
の
足
手
ま
と
い
に
も
な
る

と
い
う
話
し
も
聞
い
て
お
り
ま

す
。
Ｉ
Ｐ
あ
る
い
は
携
帯
電
話

等
で
問
い
合
わ
せ
て
も
ら
う
、

そ
れ
で
よ
い
の
で
は
と
私
は
判

断
し
て
い
ま
す
。

質
問　

各
公
共
施
設
の
耐
震

対
策
に
つ
い
て

　
　

各
公
共
施
設
の
耐
震
対
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
つ
き

ま
し
て
は
、
耐
震
構
造
に
な
っ

て
い
ま
す
。
役
場
に
つ
い
て
は
、

木
造
な
の
で
、
耐
震
対
策
が
で

き
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

教
育
課
長

　

耐
震
に
満
た
な
い
学
校
は
、

東
舘
小
学
校
、
下
関
河
内
小
学

校
、
内
川
小
学
校
が
校
舎
と
体

育
館
、
関
岡
小
学
校
が
体
育
館
、

東
舘
幼
稚
園
、
石
井
幼
稚
園
で

す
。
公
民
館
関
係
は
耐
震
診
断

を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

事
業
課
長

　

東
舘
、
矢
祭
中
央
団
地
は
新

耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
の
公
営
住
宅
は
旧

耐
震
基
準
で
建
設
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
耐
震
性
は
満
た
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

内
川
へ
き
地
保
健
福
祉
館
、

上
関
健
康
ふ
れ
あ
い
館
ど
ち
ら

も
木
造
な
の
で
、
耐
震
は
満
た

し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

第
四
次
総
合
計
画
に

つ
い
て

　
　

総
合
計
画
の
実
施
計
画
に

沿
っ
て
行
っ
て
い
る
が
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

る
た
め
、
日
帰
り
温
泉
の
バ
ス

代
程
度
補
助
し
て
も
良
い
と
思

う
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　
　

町
長

　

議
員
の
言
う
よ
う
な
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

も
一
つ
の
案
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
地
域
差
は
あ
る
と
思

う
が
今
後
の
検
討
課
題
か
な
と

言
う
気
が
し
ま
す
。

廣野吉雄議員

一
般
・
福
祉
・
建
設
・

税
務
・
観
光
・
教
育
行
政

も
の
と
思
っ
て
い
る
が
、
更
に

検
討
を
重
ね
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

質
問　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て

　
　

原
発
の
廃
炉
は
、
国
民
の

共
通
の
願
い
だ
と
思
い
ま
す
。

矢
祭
町
と
し
て
原
子
力
に
頼
ら

な
い
宣
言
を
す
る
予
定
は
あ
り

ま
す
か
。

　
　

町
長　

　

国
に
対
す
る
意
見
は
、
県
内

の
59
市
町
村
と
足
並
み
を
そ
ろ

え
た
段
階
で
や
っ
て
い
く
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

い
ろ
ん
な
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
あ
り
ま
す
。
町
全
体

が
活
性
化
す
る
、
雇
用
が
確
保

さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
矢
祭

の
特
色
を
生
か
し
た
、
地
産
地

消
と
い
う
の
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
も
該
当
す
る
と
思
う
の
で

す
。
総
合
的
な
こ
と
も
含
め

て
宣
言
す
る
と
い
う
意
味
な

ん
で
す
。
そ
の
辺
は
ど
う
で

す
か
。

　
　

町
長

　

大
変
良
い
ご
意
見
だ
と
は

思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
電
気
の

地
産
地
消
と
い
う
の
は
、
非

常
に
難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
私
は
そ
う
見
て
お
り
ま
す
。

質
問　

職
員
定
数
と
採
用
に

つ
い
て

　
　

職
員
採
用
に
当
た
っ
て
、

各
課
長
か
ら
、
定
年
、
超
勤
の

解
消
の
た
め
に
何
人
必
要
と
い

う
集
約
を
さ
れ
て
お
り
ま
す

か
。
職
員
組
合
の
、
要
求
は
な

い
で
す
か
。

　
　

町
長

　

職
員
組
合
か
ら
は
、
正
職
員

を
採
用
し
て
配
置
し
て
も
ら
い

た
い
。
各
担
当
課
長
か
ら
も
、

で
き
る
限
り
職
員
採
用
し
て
ほ

し
い
と
い
う
話
は
出
て
き
ま

す
。

　
　

今
の
超
勤
の
実
態
に
つ
い

て
、
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ

り
が
た
い
の
で
す
が
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

超
過
勤
務
で
す
が
、
月
平
均

22
時
間
、
主
幹
以
上
月
平
均
49

時
間
と
い
う
状
況
で
す
。

　
　

今
年
の
４
月
以
降
の
組
織

と
か
体
制
、
職
員
と
か
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　

教
育
長

　

４
月
か
ら
は
、
幼
稚
園
と
保

育
所
を
一
体
化
と
い
う
こ
と
で

す
。
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
園
長
、

幼
児
教
育
部
と
保
育
部
に
副
園

長
を
置
い
た
、
職
員
構
成
で
経

営
し
ま
す
。

質
問　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園

に
つ
い
て

質
問　

小
学
校
統
合
に
つ
い

て
　
　

統
合
検
討
委
員
会
の
方
で

は
、
答
申
が
で
き
る
段
階
に
来

て
い
る
。
住
民
合
意
が
前
提
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
構

築
す
る
努
力
が
町
当
局
に
は
あ

る
と
思
い
ま
す
が
。

　
　

町
長

　

小
学
校
統
合
検
討
委
員
会

の
立
ち
上
げ
の
と
き
に
、
皆

さ
ん
の
意
見
を
最
大
限
に
尊

重
し
て
統
合
を
す
す
め
ま
す

と
、
そ
の
答
申
を
受
け
て
教

育
委
員
会
が
判
断
す
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

郡司浩子議員

福
祉
・
教
育
・
産
業
・

　
　

観
光
・
防
災
行
政

質
問　

子
育
て
支
援
策
に
つ

い
て

　
　

支
援
策
の
状
況
、
今
後
の

対
策
を
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

現
在
ま
で
進
め
て
き
た
子
育

て
支
援
策
を
継
続
い
た
し
ま

す
。
養
育
支
援
事
業
と
し
て
の
、

ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
家
事
・
育
児

等
の
相
談
支
援
は
経
費
の
１
割

が
自
己
負
担
で
実
施
し
て
お
り

大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

質
問　

健
康
増
進
計
画
に
つ

い
て

　
　

国
保
で
健
康
診
断
の
受
診

率
が
50
％
程
度
と
伺
い
ま
し
た

が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
考
え

か
あ
る
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

健
康
増
進
を
考
え
た
場
合
、

早
期
発
見
早
期
治
療
は
一
番
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
受
診
率
の

質
問　

中
学
校
に
お
け
る
教
育

環
境
整
備
に
つ
い
て

　
　

来
年
度
６
ク
ラ
ス
に
な
る

と
思
い
ま
す
が
教
職
員
の
数
は

ど
う
な
り
ま
す
か
。

　
　

教
育
長

　

定
数
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
12

名
程
度
に
な
る
の
か
と
思
い
ま

す
。

　
　

中
学
校
は
９
科
目
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
の
先
生
方
で

対
応
で
き
ま
す
か
。

　
　

教
育
長

　

家
庭
科
を
除
く
全
教
科
の
教

員
は
揃
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
　

ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
つ
い

て
要
望
書
が
教
育
委
員
長
宛
に

提
出
さ
れ
て
い
る
と
伺
い
ま
し

た
が
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　
　

教
育
課
長

　

サ
ッ
カ
ー
部
、
野
球
部
、
陸

上
部
の
保
護
者
会
長
３
名
が
教

育
委
員
会
に
来
ら
れ
要
望
書
を

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー

部
は
正
規
の
サ
ッ
カ
ー
コ
ー

ト
、
野
球
部
は
グ
ラ
ン
ド
の
移

動
、
陸
上
部
は
常
時
使
用
可
能

な
２
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
望
で
あ

時
代
に
少
し
で
も
結
婚
し
て
く

れ
る
人
が
あ
れ
ば
、
町
と
し
て

お
祝
い
す
る
の
は
当
然
で
は
な

い
か
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

質
問　

教
育
村
構
想
に
つ
い
て

　
　

中
学
校
に
お
け
る
プ
ー
ル

の
位
置
付
、
取
壊
し
た
プ
ー
ル

の
跡
地
に
新
設
す
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　
　

教
育
長

　

教
育
課
程
で
は
、
年
間
数
十

時
間
程
度
教
習
す
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
、
部
活

等
で
使
用
す
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
プ
ー
ル
は
必
要
な
施
設
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

町
長

　

中
学
校
の
プ
ー
ル
が
使
え
な

い
間
、
ス
イ
ン
ピ
ア
を
利
用
し

て
お
り
ま
す
。
学
校
側
と
も
相

談
し
ま
し
た
が
、
利
用
方
法
を

工
夫
し
て
効
率
的
に
使
用
し
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
も
喜
ん
で

い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
ス
イ
ン
ピ
ア
を
利

用
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

第
四
次
総
合
計
画
に

つ
い
て

　
　

第
四
次
総
合
計
画
が
策
定

さ
れ
て
２
年
に
な
る
。
ど
う
い

う
形
で
見
直
し
す
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　
　

町
長

　

来
年
３
年
目
に
入
る
わ
け
で

あ
り
ま
す
け
ど
、
小
学
校
の
統

合
問
題
と
か
、
見
直
し
を
し
な

が
ら
事
業
の
執
行
を
進
め
ま

す
。

　
　

総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、

議
会
の
議
決
を
経
な
い
で
や
る

と
い
う
こ
と
は
、
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　

町
長　

　

自
治
法
が
変
わ
り
ま
し
て
、

議
会
の
議
決
を
経
な
い
で
も

計
画
は
で
き
る
。
私
ど
も
は

議
会
へ
か
け
る
予
定
で
お
り

ま
す
。

向
上
を
図
る
た
め
に
、
25
年
度

は
個
人
負
担
金
の
引
下
げ
を
行

い
ま
す
。

答答答答 て
お
り
ま
す
。

答 問答

答答答

答

答

答 問

問

問問 答

答答

答答答

答

問問

問

問問

問問

答答

答答答 問問問

問

問問

問

問
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１
月
28
日
、
中
島
村
「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
き
ら
り
」
に
お
い
て
、

東
西
白
河
地
方
町
村
議
会
議
員
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
泉
宏
氏
が
「
安
倍
政
権
の
課
題
と
参
議
院

情
勢
分
析
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

東
西
白
河
地
方
町
村
議
会
議
員
研
修
会

〜
２
０
１
３
年
政
局
展
望
〜

　

２
月
14
日
、
塙
町
「
塙
厚
生
病
院
会
議
室
」
に
お
い
て
、
東
白
川

地
方
町
村
議
会
議
員
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
白
川
郡
医
師
会
副
会
長
、
介
護
老
人
保
健
施
設
久
慈
の
郷
施
設

長
の
星
武
敏
先
生
か
ら
「
超
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
」
、
塙
厚
生
病

院
院
長
佐
川
恵
一
先
生
か
ら
「
東
白
川
地
域
に
お
け
る
医
療
の
現
状

か
ら
今
後
の
塙
厚
生
病
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
」
を
講
演
い

た
だ
き
、
意
見
交
換
に
つ
い
て
は
、
各
議
員
か
ら
の
質
問
に
対
し
、

両
先
生
が
答
え
て
い
ま
し
た
。

東
白
川
地
方
町
村
議
会
議
員
研
修
会

★
２
月

７
日　

総
務
常
任
委
員
会

12
日　

随
時
監
査

14
日　

地
域
医
療
の
現
状
に
関

　
　
　

す
る
議
員
研
修
会
（
塙

　
　
　

厚
生
病
院
会
議
室
）

15
日　

随
時
監
査

18
日　

例
月
出
納
検
査

25
〜
26
日　

福
島
県
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
定
例
総
会
（
福

　
　
　

島
市
杉
妻
会
館
会
議
室
）

　
　
　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
議
長
会
議
（
福

　
　
　

島
市
穴
原
温
泉
山
ノ
瀬
）

26
日　

矢
祭
町
体
育
協
会
50
周

　
　
　

年
記
念
式
典
（
ユ
ー
パ

　
　
　

ル
矢
祭
）

27
日　

平
成
25
年
第
１
回
白
河

　
　
　

地
方
広
域
市
町
村
圏
整

　
　
　

備
組
合
議
会
定
例
会　

　
　
　

（
白
河
市
ク
リ
ー
ン
セ

　
　
　

ン
タ
ー
会
議
室
）

　
　
　

東
白
川
郡
森
林
組
合
第

　
　
　

46
回
通
常
総
会
（
塙
町

　
　
　

公
民
館
）

28
日　

第
１
回
臨
時
会

　
　
　

全
員
協
議
会

★
３
月

３
日　

第
四
期
「
矢
祭
子
ど
も

　
　
　

司
書
講
座
」
認
定
式
（
山

　
　
　

村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

４
日　

議
会
運
営
委
員
会

７
日　

全
員
協
議
会

11
日　

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

産
業
常
任
委
員
会

11
〜
15
日　

第
２
回
定
例
会

13
日　

矢
祭
中
学
校
卒
業
式

19
日　

東
舘
幼
稚
園
・
石
井
幼

　
　
　

稚
園
卒
園
式

21
日　

東
白
衛
生
組
合
議
会
第

　
　
　

１
回
定
例
会
（
塙
町
）

　
　
　

例
月
出
納
検
査

22
日　

小
学
校
卒
業
式

　
　
　

矢
祭
町
体
育
協
会
総
会

　
　
　

（
中
央
公
民
館
）

27
日　

白
河
地
方
広
域
市
町
村

　
　
　

圏
整
備
組
合
消
防
本
部

　
　
　

指
令
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

28
日　

第
３
回
臨
時
会

30
日　

東
舘
幼
稚
園
・
石
井
幼

　
　
　

稚
園
閉
園
式

★
４
月

１
日　

町
職
員
辞
令
交
付

６
日　

矢
祭
町
消
防
団
役
員
会

　
　
　

（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

８
日　

小
学
校
・
中
学
校
入
学
式

９
日　

や
ま
つ
り
幼
稚
園
入
園
式

15
日　

矢
祭
町
商
工
会
青
年
部

　
　
　

総
会
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

16
日　

矢
祭
町
観
光
協
会
総
会

　
　
　

（
総
合
案
内
施
設
）

17
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
定
例
会
（
町
村

　
　
　

会
会
議
室
）

19
日　

矢
祭
山
み
ど
り
の
少
年

　
　
　

団
結
団
式

22
日　

例
月
出
納
検
査

24
日　

全
員
協
議
会

27
日　

第
28
回
県
南
支
部
ゲ
ー

　
　
　

ト
ボ
ー
ル
大
会

　

２
月
12
日
、
15
日
の
２
日
間
、

白
石
勝
夫
代
表
監
査
委
員
職
務

執
行
者
は
、
平
成
24
年
度
に
町

が
発
注
し
た
事
業
現
場
を
踏
査

し
工
事
内
容
、
工
事
進
捗
状
況

等
に
つ
い
て
、
監
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

◎
監
査
結
果

　

今
回
の
調
査
対
象
と
し
た
各

事
業
は
、
い
ず
れ
も
工
事
の
設

計
に
基
づ
き
施
工
さ
れ
て
お
り
、

工
事
の
進
捗
状
況
は
１
月
31
日

現
在
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
実

際
の
進
捗
状
況
は
、
更
に
進
捗

し
た
状
態
に
あ
り
施
工
の
内
容

も
概
ね
良
好
で
あ
る
と
認
め
ら

◎

随

時

監

査

実

施

＜踏査コース＞

・平成24年度矢祭ニュータウン法面補強

　工事

・平成24年度林道小田川・山下線防塵舗

　装工事

・平成 24 年度農地等災害復旧事業内野１

　号・第１地区工事

・関岡小学校災害復旧工事

・町民プール屋外プール施設塗装工事

・平成24年度矢祭町リフレッシュふるさと

　ランド休憩所トイレ改修工事

・中学校プール施設解体工事

・平成24年度町営住宅南石井団地建物解体

　工事

・平成24年度町道山崎・頭屋線改良工事

・平成23年度第6028号道路災害復旧工事

　（下石井字萩平地内）

・平成24年度林道舟見・高室線道路補修工事

・平成24年度農地等災害復旧事業早房第１

　地区工事

・平成24年度町道山野井西線維持工事

れ
た
。
た
だ
し
、
次
の
点
に
留

意
さ
れ
た
い
。

①
平
成
24
年
度
矢
祭
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
法
面
補
強
工
事
に
つ
い
て

は
、
工
期
内
完
成
を
目
指
し
、

地
震
に
び
く
と
も
し
な
い
補
強

工
事
が
さ
れ
る
よ
う
願
う
。

②
平
成
24
年
度
林
道
舟
見
・
高

室
線
道
路
補
修
工
事
、
平
成
23

年
度
第
６
０
２
８
号
道
路
災
害

復
旧
工
事
、
平
成
24
年
度
町
道

山
崎
・
頭
屋
線
改
良
工
事
に
つ

い
て
は
、
進
捗
率
も
低
く
年
度

内
完
成
に
向
け
て
、
業
者
を
叱

咤
激
励
し
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

議
会
の
動
き

り
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

か
ら
も
要
望
書
が
あ
り
ま
し

て
、
ふ
れ
あ
い
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
保
護
者
の
負
担
無
く
使
用
で

き
る
よ
う
に
、
校
庭
内
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
整
備
・
修
繕
等
、
３

点
目
が
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
場
所

の
新
た
検
討
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

要
望
書
に
つ
い
て
、
町
長

は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

　
　

町
長

　

校
庭
が
手
狭
だ
と
い
う
こ
と

で
、
拡
張
の
要
望
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の

を
つ
く
る
と
い
う
の
は
不
可
能

で
あ
り
ま
す
が
、
供
用
し
な
が

ら
グ
ラ
ン
ド
を
使
用
す
る
方
法

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
、

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　

給
食
に
お
け
る
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

対
応
を
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
っ

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
課
長

　

昨
年
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ

て
対
応
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
町
政
で
す
!!

　

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
公

開
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
議
会

を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

答 問 答 問
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　「これで満足ということはない」と食べ物づくりへの

情熱を語ってくれた田中千代子さん。お客さんからのア

ドバイスも参考に、からし味噌しそ巻きなど 3種類の

加工品をもったいない市場へ出荷しています。

　今回ご紹介する一品は「炒め野菜入りおやき」です。

おやきの中に入っている高菜は自分で育て、加工。粉の

練り方から高菜の味付けなどの試行錯誤の中、生まれた

一品。皆さん、ぜひご賞味下さい。

◆問い合わせ　☎ 0247-46-2216（田中）矢祭町大字東舘

今
月
の

一
品

～試行錯誤が生んだ味～

炒め野菜入りおやき

いっぴん

月５ 情報
カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

５こどもの日 ６振替休日 ７ ８ ９ 10 11
●運動教室

　山開（10：00～ 11：00）

●６ケ月児・１１ケ月児
　健康相談
　山開（9：30～ 9：45）
●親子リトミック
　山開（10：30～ 11：00）
●母親教室
　塙（13：30～ 15：30）

●からだ元気アップ教室

　スイ（19：15～ 20：30）

●生涯学習合同開級式

○和田医院☎33―2012 ○東舘診療所☎46―3165 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

12 13 14 15 16 17 18

●3ヶ月児健診

　塙（受付 13：30～ 13：40）

●運動教室

　山開（10：00～ 11：00）

●母親教室

　塙（13：30～ 15：30）

○大木医院☎33―2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

19 20 21 22 23 24 25
●運動教室

　山開（10：00～ 11：00）

●からだ元気アップ教室
　スイ（19：15～ 20：30）

○金澤医院☎46―2312 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

26 27 28 29 30 31 6/1
●運動教室

　山開（10：00～ 11：00）

○東白川中央医院☎33―3263 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
●さわやかサイクリング ●運動教室

　山開（10：00～ 11：00）

●母親教室

　塙（13：30～ 15：30）

●からだ元気アップ教室

　スイ（19：15～ 20：30）

○おおひら整形外科クリニック☎33―9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ当

当

当

当

当

〔省略〕○…当番医　山開…山村開発センター　
　　 　塙…塙厚生病院 スイ…スインピア矢祭

当

当

＊お詫びと訂正
　4月号「今月の一品」で紹介した佐川陽子
さんの名前が「洋子」となっていました。
　ここに訂正し、お詫び申し上げます。

　本誌に掲載の写真は進呈しますので、ご希望の
方は自立総務課までご連絡ください。


